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呼
び
起
こ
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
度
の
向
上
は
、
②
都
城

産
の
農
畜
産
物
の
販
売
や
③
観
光
客
誘

致
、
④
企
業
誘
致
な
ど
の
面
で
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
効
果
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
の
役
割

　

本
年
度
の
Ｐ
Ｒ
事
業
の
メ
ー
ン
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
「
都
城
市
Ｐ
Ｒ

ロ
ゴ
作
成
事
業
」。
全
国
１
、７
４
１
市

町
村
（
26
年
４
月
現
在
）
の
中
か
ら
、

本
市
が
注
目
を
集
め
る
た
め
に
、
ま
ず

は
「
都
城
」
と
い
う
名
前
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
の
作
成
を
、
新

進
気
鋭
の
著
名
な
書
家
「
紫シ

シ
ュ
ー舟

」
さ
ん

に
依
頼
。
紫
舟
さ
ん
の
卓
越
し
た
技
法

と
ア
イ
デ
ア
で
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
本
市

の
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
が
こ
の
夏
、誕
生
し
ま
す
。

Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
作
成
の
担
い
手「
紫
舟
」さ
ん

　

紫
舟
さ
ん
は
、「
書
」
を
中
心
に
書

画
や
立
体
的
な
造
形
な
ど
を
幅
広
く
手

掛
け
、
全
く
新
し
い
手
法
で
日
本
の
思

想
や
伝
統
、
文
化
を
世
界
に
発
信
し
高

い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
発
表
し
た
作
品
は
、
伊

勢
神
宮
第
62
回
式
年
遷せ
ん
ぐ
う宮「

祝
御
遷
宮
」

や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
龍り
ょ
う
ま馬
伝で
ん

」
ほ

か
多
数
で
す
。

都
城
市
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
作
成
事
業

書「夢」

世
界
へ
、
そ
し
て

　
　

未
来
へ
は
ば
た
く

本
市
で
は
、
都
城
市
を
対
外
的
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
た
め
、
み
や
こ
ん
じ
ょ
大
使

の
「
ぼ
ん
ち
く
ん
」
を
活
用
し
た
都
城

市
Ｐ
Ｒ
事
業
や
、「
肉
と
焼
酎
の
ま
ち
・

都
城
」
推
進
事
業
な
ど
と
併
せ
て
、
都

城
市
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
作
成
事
業
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、
な
ぜ
今
、

Ｐ
Ｒ
の
取
り
組
み
が
必
要
な
の
か
、
得

ら
れ
る
効
果
は
何
か
を
特
集
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

総
合
政
策
課
　
☎
23

－

２
１
１
５

今
、
求
め
ら
れ
る

Ｐ
Ｒ
の
取
り
組
み

　

Ｐ
Ｒ
事
業
に
取
り
組
み
、
全
国
の
人

や
企
業
に
「
都
城
」
の
名
前
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
①
「
都
城
に
行
っ

て
み
た
い
」「
都
城
に
住
ん
で
み
た
い
」

と
い
っ
た
市
外
の
人
た
ち
の
ニ
ー
ズ
を
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都
城
市
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
発
表
式
典

〜
は
っ
し
ん
　
み
や
こ
ん
じ
ょ
力
〜

　

本
市
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
対
外
的
に

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
紫
舟
さ
ん
に
作
成
を
依

頼
し
た
、
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
の
発
表
式
典
を
開

催
。
ま
た
、
今
後
の
Ｐ
Ｒ
の
在
り
方
や

効
果
的
な
進
め
方
に
つ
い
て
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
招
い
て

池
田
市
長
が
熱
く
議
論
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
24
日
㈭　

14
時
開
場

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
式
典
の
内
容

①	

Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
の
発
表

②	

就
任
式　

紫
舟
さ
ん
へ
都
城
Ｐ
Ｒ
ア

ド�

バ
イ
ザ
ー
を
委
嘱
し
ま
す

③	

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス　

紫
舟
さ
ん
が「
都

城
の
未
来
（
仮
題
）」
を
テ
ー
マ
に

書
を
実
演
し
ま
す

④	

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
出
演
者
）

紫
舟
さ
ん
、
西
川
り
ゅ
う
じ
ん
さ
ん

（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
）、
池
田
市
長

●
入
場
料　

無
料　

※
整
理
券
が
必
要

●
整
理
券
の
配
布
場
所　

総
合
政
策

課
、
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
各
地

区
市
民
セ
ン
タ
ー　

※
数
に
制
限
あ
り
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早
期
全
線
開
通
に
向
け
期
待
高
ま
る

　

地
域
高
規
格
道
路
・
都
城
志
布
志
道

路
は
、
平
成
６
年
に
計
画
路
線
の
指
定

を
受
け
ま
し
た
。
延
長
約
44
㌔
の
う

ち
、
平
成
24
年
３
月
ま
で
に
約
13
・
４

㌔
が
暫
定
２
車
線
で
供
用
開
始
さ
れ
、

梅
北
Ｉ
Ｃ（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）か

ら
諏
訪
山
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
区
間
が
、
平
成

29
年
度
に
供
用
開
始
さ
れ
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
今
年
の
４
月
に
は
、
平
塚

Ｉ
Ｃ
か
ら
南
横
市
Ｉ
Ｃ
区
間
の
平
成
30

年
度
の
供
用
開
始
予
定
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
。
一
日
も
早
い
全
線
開
通
が
望
ま

れ
て
い
ま
す
。

整
備
・
活
用
促
進
大
会

　

大
会
で
は
、
国
土
交
通
省
九
州
地
方

整
備
局
道
路
部
長
に
よ
る
基
調
講
演
や
、

「
防
災
の
道
」「
経
済
の
道
」「
医
療
の
道
」

と
題
し
、
地
域
を
代
表
し
て
３
人
が
意

見
発
表
し
ま
し
た
。

　

古
川
禎よ
し
ひ
さ久

財
務
副
大
臣
は
「
地
方
は

厳
し
い
時
代
。
し
か
し
、
一
丸
と
な
っ

て
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
意
思
決
定
し
、
行
動

に
移
す
こ
と
が
大
事
。
都
城
志
布
志
道

路
が
全
線
開
通
し
た
そ
の
日
に
、
力
を

合
わ
せ
て
よ
か
っ
た
と
喜
び
を
分
か
ち

合
え
る
よ
う
頑
張
ろ
う
」
と
参
加
者
に

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
整
備
に
必
要
な
財
源
確
保
や

事
業
区
間
の
早
期
供
用
開
始
を
求
め
る

決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

九
州
地
方
は
、
自
動
車
産
業
が
盛
ん

で
、
南
九
州
に
も
関
連
工
場
や
半
導
体

産
業
な
ど
、
多
く
の
企
業
が
立
地
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
南
九
州
は
肉
用
牛
や

豚
な
ど
の
畜
産
業
が
盛
ん
で
あ
る
と
と

も
に
、
温
泉
や
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
の
観

光
資
源
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

製
造
業
や
農
林
水
産
業
、
観
光
業
な

ど
の
振
興
の
面
で
、
ま
た
、
安
全
・
安

心
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
構
築
を
図
る
上

で
も
、
地
域
高
規
格
道
路
・
都
城
志
布

志
道
路
の
完
成
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

　

発
生
が
懸
念
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地

震
で
は
、
都
城
市
に
は
人
や
物
資
の
集

積
拠
点
と
な
り
、
沿
岸
部
を
支
援
す
る

役
割
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

都
城
志
布
志
道
路
は
、
国
が
整
備
す

る
区
間
の
う
ち
、
平
塚
か
ら
南
横
市
間

に
つ
い
て
、
４
月
25
日
に
、
平
成
30

年
度
開
通
予
定
を
新
た
に
公
表
し
ま
し

た
。
今
後
、
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県
と
連
携

し
、
１
日
も
早
い
開
通
を
目
指
し
ま
す
。

H30年度開通予定

H29年度開通予定

供用中

供用中

開通区間
整備区間

九
州
縦
貫
自
動
車
道
宮
崎
線

命と暮らしを守る道

道
路
を
取
り
ま
く

最
近
の
話
題

国土交通省九州地方整備局
道路部 部長

喜
き

安
やす

　和
かず

秀
ひで

 氏

地域高規格道路 都城志布志道路

都城市と鹿児島県志布志市を結ぶ地域高規格道路・都城志布志道路の早期全
線開通を目指す「都城志布志道路整備・活用促進大会」が 5月30日、都城市
総合文化ホールで開催されました。
今回の特集では全線開通に向けて気運が高まった大会の内容をお伝えします。

◎問い合わせ　都市計画課　☎ 23－2762
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三次救急医療施設
60人

小林・西諸
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■志布志港からの配合飼料の輸送状況

■南海トラフ巨大地震の沿岸部への影響と
　バックアップ拠点

南海トラフ巨大地震で
想定される津波の高さ

人的・物的支援

　

都
城
地
域
健
康
医
療
ゾ
ー
ン
整
備
事

業
に
基
づ
き
、
医
師
会
病
院
や
救
急
医

療
セ
ン
タ
ー
、
都
城
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
が
来
春
、
太
郎
坊
町
に
移
転
し

ま
す
。
こ
の
道
路
が
全
線
開
通
す
る
こ

と
で
、
よ
り
利
便
性
が
増
し
、
救
急
搬

送
に
か
か
る
時
間
は
短
縮
し
ま
す
。

　

現
在
、
遠
隔
地
で
の
救
急
搬
送
時
に

は
救
急
隊
と
共
に
医
師
が
同
乗
す
る
ド

ク
タ
ー
カ
ー
が
出
動
し
て
い
ま
す
。
こ

の
道
路
の
全
線
開
通
に
よ
り
、「
命
を

つ
な
ぐ
道
」
が
完
成
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
内
陸
部
の
都

市
は
、
沿
岸
被
災
地
の
後
方
支
援
拠
点

と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し

た
。
都
城
市
は
、
２
つ
の
港
と
空
港
に

近
く
、
ま
た
多
く
の
病
院
や
陸
上
自
衛

隊
基
地
も
あ
り
、
後
方
支
援
の
拠
点
と

し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
高
規
格
道
路
都
城
志
布
志
道
路

が
開
通
す
れ
ば
、
沿
岸
被
災
地
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
と
な
り
、
南
九
州
の
防
災
の

道
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

都城地区木材青壮年会

廣
ひろ

池
いけ

　直
なお

美
み

 さん

都城市郡医師会病院

中
なか

津
つ

留
る

　邦
くに

展
のぶ

 さん

NPO法人宮崎県防災ネットワーク
都城支部

平
ひら

井
い

　泉
いずみ

 さん

　

早
期
全
線
開
通
を
訴
え
る
缶
バ
ッ
ジ

が
完
成
し
ま
し
た
。
希
望
す
る
人
は
都

市
計
画
課
ま
で
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

■主要救急医療施設への来院・搬送状況

宮崎県

鹿児島県

都
城
志
布
志
道
路

都
城
志
布
志
道
路

平成23年度：志布志市

万トン

万トン

万トン

万トン

万トン

その他
都城地域
（西諸を含む）

曽於地域 その他宮崎県

配合飼料出荷量

： 90万トン以上
： 50万トン以上
： 30万トン以上
： 10万トン以上

都城
九州縦

貫自動
車道宮

崎線

志布志港

清武 JCT

その他鹿児島県

　

都
城
Ｉ
Ｃ
と
志
布
志
港
間
を
30
分
短

縮
で
き
る
都
城
志
布
志
道
路
に
は
、
輸

送
コ
ス
ト
の
低
減
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
こ
の
道
路
を
活
用
し
て
志
布
志
港

か
ら
家
畜
飼
料
な
ど
を
輸
送
す
れ
ば
、

６
次
産
業
化
に
必
要
な
原
材
料
や
販
売

先
確
保
の
面
で
効
果
を
発
揮
で
き
ま
す
。

　

都
城
や
曽
於
地
域
な
ど
で
は
、
今
後

東
ア
ジ
ア
へ
の
木
材
輸
出
量
の
倍
増
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。
木
材
輸
出
に
重

要
な
港
と
結
ぶ
こ
と
で
輸
送
の
利
便
性

向
上
と
コ
ス
ト
削
減
が
期
待
で
き
ま

す
。 経済の道

医療の道

防災の道

カラーは 5色

「
は
よ
し
っ
く
い
や
ん
」
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地方交付税
208億1,019万円

26.8％

市税
178億2,813万円

23.0％

国庫支出金
145億4,470万円

18.7％
県支出金

52億5,904万円
6.8％市債

80億5,433万円
10.4％

地方消費税交付金ほか
28億4,539万円

3.7％

諸収入
24億2,747万円

3.1％

分担金及び
負担金ほか
57億8,849万円

7.5％

自主財源
260億4,409万円
33.6％

依存財源
515億1,365万円
66.4％

歳 入
775億5,774万円

市
の
財
政
は
３
本
柱

市
の
会
計
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会

計
、企
業
会
計
の
３
つ
の
会
計
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。

一
般
会
計
と
は
、
市
が
行
う
仕
事
の

中
心
と
な
る
部
分
の
会
計
で
す
。
学
校

の
校
舎
改
修
や
ご
み
の
収
集
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
目

的
に
使
わ
れ
て
い
て
、
市
税
な
ど
が
主

な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
収
入
（
保

険
税
や
使
用
料
な
ど
）
で
、
そ
の
仕
事

の
支
出
を
賄
う
会
計
で
す
。
介
護
保
険

事
業
や
国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
が
、

こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

企
業
会
計
と
は
、
そ
の
仕
事
自
体
に

収
益
（
使
用
料
）
が
あ
り
、
そ
の
収
益

で
支
出
を
賄
う
独
立
採
算
制
の
会
計
で
、

水
道
事
業
が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
納
め
た
税
金
が
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
、

財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
か
を

お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
年
２
回
、
財
政

状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
26
年
３
月
31
日
時
点
の

予
算
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

【
一
般
会
計
・
特
別
会
計
に
つ
い
て
】

財
政
課　

☎
23

－

２
１
１
３

【
企
業
会
計
（
水
道
事
業
）
に
つ
い
て
】

水
道
局
業
務
課　

☎
23

－

４
５
１
０

市債残高には、
地方交付税の措置があります
市の借金である市債残高は、平成26年 3月

31日時点で、一般会計・特別会計合わせて1,045
億2,031万円となっています。
この残高には、国がその償還について地方
交付税に算入するとした交付税措置額834億
9,202万円が含まれていて、この額を差し引いた
210億2,829万円が市の実質負担額となります。

市が自主的に収入できる財源は33.6％で、残り
は地方交付税や国・県支出金、市債などに依存
しています。（％は歳入総額に占める割合です）

一般会計　歳入歳出予算総額　　　　　775億5,774万円

■一般会計および特別会計の状況
会計名 予算額 市債残高

一般会計 775億5,774万円 755億8,166万円 

特
別
会
計

食肉センター 1億3,081万円 6億7,260万円 

下水道事業 28億　717万円 218億9,685万円 

国民健康保険 215億　462万円 —

後期高齢者医療 18億5,442万円 —

公設地方卸売市場事業 5,170万円 1億  　53万円 

農業集落下水道事業 5億5,029万円 42億5,399万円 

整備墓地 3,363万円 2億3,275万円 

工業用地造成事業 1億8,391万円 6億5,420万円 

介護保険 157億　817万円 —

御池簡易水道事業 1億9,439万円 1億8,427万円 

簡易水道事業 3億3,321万円 8億7,357万円 

電気事業 4,625万円 —

山之口総合交流活性化センター 4,274万円 1,500万円

高城健康増進センター等管理事業 1億5,764万円 5,489万円

特別会計合計 435億9,895万円 289億3,865万円 

総合計 1,211億5,669万円 1,045億2,031万円 

平
成
₂₅
年
度

市
の
財
政
状
況

※市債残高は、平成25年度末時点の決算見込額です

財政ワンポイント
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高齢者や児童などの福祉に使う民生費が増加
し、全体の34.0%を占めています。今後もこの
傾向は続くと予想されます。（％は歳出総額に
占める割合です）

歳
入
歳
出
用
語
解
説

【
歳
入
】

■
地
方
交
付
税
／
国
税
の
う
ち
所
得

税
や
法
人
税
、
酒
税
、
消
費
税
、

た
ば
こ
税
の
一
部
を
、
一
定
の
基

準
に
よ
り
国
が
交
付
す
る
税

■
市
税
／
個
人
・
法
人
市
民
税
や
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど

■
国
・
県
支
出
金
／
特
定
目
的
事
業

の
財
源
と
な
る
国
と
県
の
補
助
金

な
ど

■
市
債
／
建
設
事
業
や
災
害
復
旧
事

業
な
ど
の
財
源
と
な
る
借
入
金

■
繰
入
金
／
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

基
金
な
ど
の
会
計
間
で
や
り
と
り

す
る
資
金

【
歳
出
】

■
民
生
費
／
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
児

童
な
ど
の
福
祉
全
般
の
事
業
経
費

■
総
務
費
／
選
挙
や
戸
籍
、
税
務
、

市
庁
舎
管
理
な
ど
の
経
費

■
公
債
費
／
市
債
を
返
済
す
る
た
め

の
経
費

■
農
林
水
産
業
費
／
農
業
や
林
業
な

ど
の
経
費

■
土
木
費
／
道
路
や
公
園
整
備
、
住

宅
管
理
な
ど
の
経
費

■
教
育
費
／
教
育
や
文
化
財
保
護
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
経
費

■
衛
生
費
／
清
掃
、
保
健
衛
生
な
ど

の
経
費

歳 出
775億5,774万円

その他
59億1,193万円

7.5％

民生費
263億595万円

34.0％

公債費
90億4,433万円

11.7％総務費
104億2,981万円

13.5％

土木費
55億9,614万円

7.2％

教育費
53億5,536万円

6.9％

衛生費
111億624万円

14.3％

農林水産業費
38億798万円

4.9％

一般会計　歳入歳出予算総額　　　　　775億5,774万円
収益的収支

給水収益やサービス提供に
要する経費など

収　入 23億   244万円 

支　出 21億2,799万円 

純利益 1億7,445万円 

資本的収支
水道施設の整備、水道管の
入れ替えなどの経費

収　入 3億2,677万円 

支　出 11億   539万円 

企業債残高 91億8,101万円 

給水戸数　�71,540戸�
給水人口　�156,265人�
普及率　　� 91.9%�
配水量　　�1,891万㎥�
※支出の面で支払利息や修繕費などが減少した一方で、
職員給与費や減価償却費が増加し、前年度比 1億
2,307万円減の1億7,445万円の純利益となりました

■企業会計（水道事業）の状況

■都城市の家計簿

※資本的収支の不足額 7億7,862万円は、積立金お
よび内部留保資金などで補てん

収　入
項　　目 金　額 割　合

給料（市税など） 67,817円 33.9%
パート収入（国庫支出金など） 51,068円 25.5%
父母からの仕送り（地方交付税） 53,664円 26.8%
前月からの繰越金（繰越金） 3,194円 1.6%
預金の取り崩し（繰入金） 3,487円 1.8%
ローン借り入れ（市債） 20,770円 10.4%

合計 200,000円 100.0%

支　出
項　　目 金　額 割　合

食費（人件費） 29,149円 14.6%
医療費・保育料（扶助費） 43,791円 21.9%
住宅ローン返済（公債費） 23,323円 11.7%
光熱水費、日用雑貨など（物件費） 20,138円 10.1%
預貯金（積立金） 12,043円 6.0%
家の修理、車の購入など

（投資的経費、維持補修費） 38,314円 19.1%

子どもへの仕送りなど
（繰出し金、貸付金、補助費等） 33,242円 16.6%

合計 200,000円 100.0%

市の財政を月額20万円の家計に例えると…
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待ちに待った夏休み。子どもたちが楽しく過ごすための、市内の施設やイベントを紹介します。
思い出をたくさんつくっちゃおう！ ※各施設の設備や料金、利用時間などについては、直接問い合わせください

エコ万華鏡づくり（無料）
●日時 7 月27日㈰、 8月10日㈰ 
 ① 9 時30分～ 12時　②13時～ 16時30分
●対象・定員
 小学生とその保護者各10組　※要申し込み
●内容 廃ガラスや不用品を使った万華鏡づくり 
●用意するもの
 使い終わったサランラップの芯や包装紙、折り
 紙などがあれば持参
 リサイクルプラザさいせい館　☎36－3900

工作教室（無料）
写真を切り貼りして、まち並みなどを
模型のように制作する「フォトモ」に挑戦しよう!
●日時 8 月2日㈯　13時30分～　約 2 時間
●場所 都城市立図書館
●対象・定員
 小学生15人とその保護者　※申し込み順
 NPO法人・本の杜ゆうゆう　☎23－0962

はがき絵教室（無料）
夏の風物や思い出を描こう!
●日時 8 月2日㈯　10時～　約 2 時間
●場所 高城生涯学習センター
●対象 小学生以上　※小学生は保護者同伴
●定員 15組　※申し込み順
●用意するもの　水彩絵の具
 高城図書館　☎58－4224

親子でものづくり体験教室
●日時 7 月29日㈫～ 8月1日㈮
 ①10時～12時　②13時30分～15時30分
●場所 地場産業振興センター
●対象 都城市・三股町の小学生とその保護者
●内容 陶芸教室、みそ作り教室、人形の絵付けなど
●費用 各教室 1 組1,500円
 各学校で配布する参加申込書に必要事項を
　　 記入し、地場産業振興センター　☎38－4561

夏休み子ども特集

遊ぼ
う楽楽しし

くく学学 いっぱいいっぱいんん
でで

親子陶芸教室
●日時 7 月21日㈪～ 7月31日㈭
 ①10時～　②13時30分～　約 1 時間
●場所 竹楽のおサト「竹楽館」
●内容 ひもつくり（粘土）による自由制作
●定員 各15組　※申し込み順、保護者同伴
●費用 1,000円
 竹楽館　☎58－6150

ち く ら

親子木工教室
●日時 8 月10日㈰　 9 時～
●場所 山之口勤労福祉センター
●内容 長いす、自由製作（端材利用）など
●対象・定員
 小学生以下70組　※申し込み順
●費用 500円　
 社会福祉協議会山之口支所　☎57－4577

土偶をつくろう！（無料）
●日時 7 月30日㈬
 ① 9 時30分～　②11時～　③13時30分～
 ④15時～　約 1 時間
●場所 都城歴史資料館静山亭
●内容・定員
 土偶づくり各10人、土偶ペイント各15人
 7月22日㈫～25日㈮に文化財課　☎23－9547

点字図書館わくわく塾（無料）
盲導犬の誘導体験や、点字体験、点字用紙を使った
かざぐるま作りを実施します。
●日時 7 月29日㈫　13時30分～16時
●場所 総合社会福祉センター
●定員 25人　※申し込み順。大人だけの参加も可能
 7月25日㈮までに都城市点字図書館
 ☎26－1948

小学生
以上

親子小学生親子小学生

親子小学生

親子小学生
以上

親子小学生
以下

小学生
以上
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夏を満喫!
レジャー特集

夏の星空教室
夏の大三角を中心に、夏の星座を学ぼう!
7月18日㈮～ 8月31日㈰は、毎日夜間特別開館を行います。
●日時 7 月27日㈰、31日㈭、8月4日㈪、19日㈫、27日㈬
 19時～21時
●場所 たちばな天文台
●対象 小学生以上とその保護者
●定員 20組　※申し込み順
●費用 入館料（中学生以上310円、小学生100円）
●用意するもの　星座早見盤　※天文台でも販売
 たちばな天文台　☎62－4936

子ども美術・書道教室（無料）
●日時 7 月27日㈰　 9 時30分～12時（ 9 時受付開始）
●場所 都城市中央公民館（美術）　コミュニティセンター（書道）
●定員 各80人　※申し込み順
※詳しくは、学校で配布しているチラシおよび市のホームページで確認ください
●用意するもの　画板、絵画 ･ 書道道具一式
 生活文化課　☎23－2132

こども植物観察会（無料）
【植物採集と押し葉標本づくり】 7月20日㈰
【名前調べ】 8月24日㈰
●時間 9 時～12時
●場所 早水公園　緑の相談所
●対象 小学生　※ただし2 回とも参加できる人。保護者同伴可
●定員 20人　※申し込み順
●用意するもの　動きやすい服装、帽子、タオル、飲み物
 7月14日㈪までに道路公園課　☎23－2613

お楽しみ映写会「トントンシアター」（無料）
●日時 8月9日㈯　①10時～　②14時～
●場所 高城生涯学習センター
●対象 小学生以下
●内容 ①「楽しいムーミン一家」ほか　②「にじいろのさかな」ほか
　　高城図書館　☎58－4224

子ども映写会（無料）
●日時 8 月9日㈯　10時～12時
●場所 都城市立図書館
●対象 小学生以下
●内容 「おれたちともだち」「一つの花」ほか
　　ＮＰＯ法人・本の杜ゆうゆう　☎23－0962

親子小学生

親子

小学生
以上

小学生
以下

小学生
以下

小学生
以上

【関之尾緑の村】
屋外プール、ケビン、バンガロー、テニス
コート、バーベキュー、そうめん流しなど
●ケビン・バンガロー：通年
●プール：
　 7月18日㈮
　～ 8月31日㈰
　関之尾緑の村　
　☎37－2929

【青井岳キャンプ場】
キャンプ、川遊び、バーベキュー、そうめん
流し、ケビンなど
●キャンプ場：7月1日㈫～ 8月31日㈰
　青井岳荘　
　☎57－2177
　青井岳キャンプ場
　（キャンプ期間中のみ）
　☎57－4774

【一堂ヶ丘公園】
かかしの里流れるプール、パークゴルフ場、
遊具施設、バーベキュー（持ち込みのみ）など
●プール：
　 7月19日㈯
　～ 8月27日㈬
　くえびこ山田　
　☎64－3455

【高崎総合運動公園】
パークゴルフ場、ラスパたかざき室内プー
ル、たちばな北斗ハウスバンガロー、たち
ばな天文台など
●バンガロー：
　通年
　ラスパ高崎　
　☎62－5526

【観音池公園】
子ども村プール、観音さくらの里室内プー
ル（通年）、ゴーカートなどの遊具施設、バ
ンガロー（通年）など
●子ども村プール：7月12日㈯、13日㈰、19日
㈯、20日㈰、21日㈪、23日㈬～ 8月31日㈰

●子ども村キャンプ場：
　 7月1日㈫～
　 9月30日㈫
　観音池公園総合案内所
　☎58－6139
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最終処分場

家庭から出るごみの行方とリサイクルプラザの役割

可燃物・不燃物・
鉄（スチール）・アルミに
分けます。

缶・瓶・ペットボトル・白色
トレイは異物を取り除き
ます。

使い終わった乾電池や蛍光灯を
回収します。

新たに再生された製品は、再び
私たちの暮らしの中で使用されます。

清掃工場で回収します。 回収したごみや可燃物を
燃やします。

アルミ・鉄・缶・瓶・ペット
ボトル・白色トレイなどは、
ここで再生品に生まれ
かわります。

リサ
イクルプラザ

不
燃
物

資
源
物

不燃ごみ
不燃性粗大ごみ

資源ごみ

有害ごみ

再生品

可燃ごみ
可燃性粗大ごみ

清掃工場

民間再生工場
（メーカー）

燃やしたり、再利用できない
ごみは最終処分場で
埋め立て処分します。

市
の
リ
サ
イ
ク
ル
基
地

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
「
さ
い
せ
い
館
」

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ「
さ
い
せ
い
館
」

は
、
資
源
循
環
型
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い

施
設
を
目
指
し
て
、
平
成
17
年
に
開
設

し
た
本
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
拠
点

施
設
で
す
。
こ
の
施
設
は
、
次
の
２
つ

の
役
割
を
持
つ
施
設
か
ら
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
棟

家
庭
な
ど
か
ら
出
た
不
燃
ご
み
や
、

不
燃
性
粗
大
ご
み
を
選
別
し
て
、
小
さ

く
砕
く
処
理
を
行
っ
た
り
、
空
き
缶
や

瓶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
再
資
源
化
の
た

め
の
中
間
処
理
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
処
理
さ
れ
た
資
源
ご
み
は
、
民
間

の
再
生
工
場
に
送
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
選
別
さ
れ
た
後
、
再
利
用
で

き
な
い
ご
み
は
、
最
終
処
分
場
で
埋
立

て
処
分
し
ま
す
。

●
さ
い
せ
い
館

リ
サ
イ
ク
ル
や
ご
み
の
減
量
方
法
に

つ
い
て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
体

験
し
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
を
よ
り
進
め
る
た
め
に

家
庭
な
ど
か
ら
出
る
燃
や
せ
な
い
ご

み
の
中
に
は
、
缶
や
瓶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
の
資
源
ご
み
が
混
在
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
を
よ
り
進
め
る
た
め
に

も
、
家
庭
で
の
ご
み
の
分
別
と
、
リ
サ

イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
資
源
ご
み

持
ち
込
み
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

未
来
に
つ
な
が
る

リ
サ
イ
ク
ル市では、市民の皆さんの理解と協力の下、限りある資源を守り豊かな自然環境を

未来の子どもたちにつなげるため、ごみの減量化や資源ごみの再利用に積極的に
取り組んでいます。今回の特集では、市のリサイクルの基盤ともいえるリサイク
ルプラザと都城市環境美化の日について紹介します。

◎問い合わせ　環境政策課　☎23－2130



46

46
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有
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山
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体
験
し
て
学
べ
る「

さ
い
せ
い
館
」

「
さ
い
せ
い
館
」
で
は
、施
設
見
学
や

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
、
ご
み
処

理
の
現
状
や
施
設
の
役
割
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

施
設
見
学
と

体
験
工
房
の
利

用
を
希
望
す
る

人
は
、
事
前
に

「
さ
い
せ
い
館
」

へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◎
利
用
時
間　

９
時
30
分
～
12
時

　
　
　
　
　
　

13
時
～
16
時
30
分

◎
休
館
日　

毎
週
火
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
、
そ
の
翌
日
）と
第
３
日
曜
日
、

年
末
年
始

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

「
さ
い
せ
い
館
」　

☎
36

－

３
９
０
０

●
学
習
コ
ー
ナ
ー
（
無
料
）

リ
サ
イ
ク
ル
の
現
状
や
地
球
環
境
に

関
連
し
た
書
籍
や

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
閲
覧
し

た
り
、
パ
ソ
コ
ン

を
利
用
し
た
り
し

て
、
環
境
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
施
設
見
学
（
無
料
）

施
設
の
概
要
や

資
源
ご
み
に
ち
な

ん
だ
内
容
を
紹
介

す
る
映
像
を
見
た

後
、
ご
み
の
搬
入

か
ら
選
別
ま
で
の

処
理
風
景
を
、
行

程
順
に
見
学
で
き

ま
す
。

●
体
験
工
房
（
無
料
）

牛
乳
パ
ッ
ク
を
再
利
用
し
た
「
紙

す
き
」
や
、
砂
で

ガ
ラ
ス
に
文
字
や

模
様
な
ど
を
描
く

「
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス

ト
」、不
要
に
な
っ

た
紙
で
つ
く
る
植

木
鉢
「
エ
コ
ポ
ッ

ト
」
の
制
作
を
体

験
で
き
ま
す
。

●
再
生
品
の
展
示
・
販
売

不
要
に
な
っ
た
家
具
や
自
転
車
、
雑

貨
な
ど
を
修
理
・

再
生
し
て
、
展
示

販
売
し
て
い
ま

す
。
気
に
入
っ
た

再
生
品
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
場
で

安
価
に
購
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま

す
。

市
で
は
、
環
境
保
全
と
公
衆
衛
生
の

向
上
を
図
る
た
め
、
毎
年
７
月
の
第
４

日
曜
日
を
「
都
城
市
環
境
美
化
の
日
」

と
定
め
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
協
力
し

て
清
掃
や
緑
化
な
ど
の
地
域
環
境
美
化

を
行
い
、
明
る
く
、
美
し
く
、
住
み
よ

い
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

●
実
施
日　

７
月
27
日
㈰

●
対
象　

全
て
の
市
民

①
公
民
館
に
加
入
し
て
い
る
人　

清
掃

す
る
場
所
や
開
始
時
間
な
ど
、
加
入

し
て
い
る
公
民
館
の
計
画
に
従
っ
て

く
だ
さ
い

※
公
民
館
に
よ
っ
て
は
、
実
施
日
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

②
公
民
館
に
未
加
入
の
人　

何
ら
か
の

理
由
で
公
民
館
に
未
加
入
の
人
は
、

自
宅
の
敷
地
内
や
周
辺
道
路
な
ど
の

清
掃
に
協
力
く
だ
さ
い

●
注
意
事
項

①
作
業
の
際
は
、
け
が
に
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
刈
払
機
な
ど
を
使
用
す

る
と
き
は
、
周
囲
に
人
が
い
な
い
か

配
慮
し
ま
し
ょ
う

②
ご
み
を
持
ち
出
す
前
に
、
き
ち
ん
と

分
別
し
て
あ
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う

③
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
は
大

切
な
資
源
で
す
。
回
収
し
て
再
資
源

化
に
役
立
て
ま
し
ょ
う

④
家
庭
内
か
ら
発
生
し
た
ご
み（
雑
草
、

雑
木
含
む
）
は
、
当
日
、
搬
入
先
の

処
分
場
へ
は
持
ち
込
む
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん

●
小
・
中
学
生
も
参
加

環
境
美
化
活
動
を
通
し
て
世
代
を
越

え
た
交
流
を
図
る
た
め
、
小
・
中
学
生

の
積
極
的
な
参
加
を
求
め
、
地
域
の
連

帯
感
を
高
め
ま
し
ょ
う

●
自
主
的
な
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す

「
都
城
市
環
境
美
化
の
日
」
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
地
域
を
、

自
ら
の
手
で
き
れ
い
に
し
て
い
く
取
り

組
み
で
す
。全
て
の
市
民
の
力
で「
ず
っ

と
暮
ら
し
た
い
都
城
」
の

実
現
の
た
め
、

「
都
城
市
環
境

美
化
の
日
」
に

参
加
し
ま
し
ょ
う

「
ず
っ
と
暮
ら
し
た
い
　
都

み
や
こ
ん
じ
ょ城

」

み
ん
な
で
取
り
組
も
う
！

都
城
市
環
境
美
化
の
日
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今
回
の
特
集
で
は
、
彼
の
生
い
立
ち
や

業
績
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
富
松
良

夫
の
業
績
を
顕
彰
す
る
創
作
詩
コ
ン
ク

ー
ル
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

市
立
図
書
館　

☎
22

－

０
２
３
９

　

富
松
良
夫
は
、
幼
い
頃
に
病
気
で
障

が
い
を
負
い
な
が
ら
も
、
多
く
の
感
性

豊
か
な
詩
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　

生
い
立
ち
や
信
仰
心
、作
風
か
ら「
南

の
宮
沢
賢
治
」
と
称
さ
れ
、
郷
土
の
自

然
に
根
付
い
た
テ
ー
マ
性
か
ら
「
霧
島

で
、
水
曜
日
に
路
線
バ
ス
を
利
用
し
て

通
勤
す
る
場
合
に
、
そ
の
運
賃
が
半
額

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
エ
コ

通
勤
割
引
パ
ス
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

人
と
ま
ち
を
結
ぶ

　
　

地
域
公
共
交
通

「
富
松
良
夫
賞
」

創
作
詩
コ
ン
ク
ー
ル

富
松
良
夫
の
業
績
を
顕
彰
し
、
創
作
詩

コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

●
応
募
資
格

【
一
般
（
高
校
生
以
上
）
の
部
】

宮
崎
県
民
お
よ
び
曽
於
市
内
在
住
の
人

【
児
童
生
徒
の
部
】

市
内
お
よ
び
三
股
町
内
の
小
・
中
学
生

●
テ
ー
マ　

自
由

●
提
出
様
式　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
２
枚
以
内
で
、
１
人
１
点

●
提
出
方
法　

９
月
７
日
㈰
ま
で
に
住

所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
市
立
図
書
館
（
〒
885

－

０
０
７
３　

姫
城
町
７

－

22
）
へ
郵
送

ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
で
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。入
賞
・

入
選
作
品
の
著
作
権
、
版
権
は
市
立

図
書
館
に
帰
属
し
ま
す

車
の
普
及
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴

い
、
路
線
バ
ス
や
電
車
の
利
用
者
数
は

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に

利
用
者
が
減
少
す
れ
ば
、通
勤
や
通
学
、

通
院
な
ど
の
日
常
生
活
を
支
え
る
公
共

交
通
が
減
便
し
た
り
廃
止
と
な
っ
た
り

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

バ
ス
や
電
車
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
公

共
交
通
機
関
を
守
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
や
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

路
線
の
維
持
・
確
保
や
環
境
負
荷
の
軽

減
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的

な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

総
合
政
策
課　

☎
23

－

２
１
１
５

環
境
に
優
し
い
鉄
道
交
通

　

環
境
に
対
す
る
負
荷
は
交
通
機
関
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。
輸
送
に
か
か
る
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
は
、
鉄
道
と
比
べ

る
と
、
バ
ス
は
約
２
・
７
倍
、
自
家
用

車
は
約
９
倍
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
、
鉄
道
は
環
境
に
優
し
い
交
通

機
関
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

エ
コ
通
勤
割
引
制
度

　

車
や
バ
イ
ク
で
通
勤
す
る
人
が
対
象

エコ通勤割引パスの取得方法

宮崎交通㈱
三州自動車㈱
㈲高崎観光バス

運賃の割引
※大人料金の半額

み
や
ざ
き
エ
コ
通
勤
割
引
利
用

推
進
協
議
会
事
務
局

（
宮
崎
県
総
合
交
通
課
内
）

☎
０
９
８
５

－

26

－

７
０
３
７

❶割引パスの
申請

❷割引パスの
発行

❸路線バスで
通勤

利用者

※毎週水曜日が
　割引対象

バス事業者

霧
島
の
詩
人

　
　
富
松
良
夫の

詩
人
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
詩
だ
け
で
は
な
く
、
文
学
や

美
術
、
音
楽
な
ど
の
評
論
、
ラ
ジ
オ
劇

の
脚
本
を
手
掛
け
た
こ
と
か
ら
、
良
夫

の
周
り
に
は
人
々
が
集
ま
り
、
都
城
の

文
芸
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

そ
の
業
績
か
ら
、
良
夫
は
多
く
の
学

校
か
ら
校
歌
の
作
詞
を
依
頼
さ
れ
、
大

王
小
、
今
町
小
、
高
崎
麓
小
、
姫
城
中
、

妻
ケ
丘
中
、
祝
吉
中
、
庄
内
中
、
志
和

池
中
、
中
郷
中
、
山
田
中
、
高
崎
中
な

ど
の
校
歌
を
作
詞
し
ま
し
た
。
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政
治
家
か
ら
の
寄
付
は
、

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

政
治
家
や
こ
れ
か
ら
政
治
家
に
な
ろ
う

と
す
る
人
が
、
選
挙
区
内
の
人
に
お
金

や
物
を
贈
る
こ
と
は
い
か
な
る
理
由
が

あ
っ
て
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

有
権
者
が
寄
付
を
求
め
た
り
、
受
け

取
っ
た
り
し
て
も
い
け
ま
せ
ん
。
寄
付

禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
く
き

れ
い
な
選
挙
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
23

－

７
８
６
４

都
城
圏
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

は
、
国
内
有
数
の
農
業
生
産
地
で
あ
る

当
圏
域
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
地
場

産
品
の
販
路
開
拓
や
商
品
の
開
発
、
異

業
種
間
の
事
業
者
の
交
流
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

都
城
圏
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
3₈

－

４
５
６
１

　

販
路
開
拓
を
サ
ポ
ー
ト

首
都
圏
で
開
催
さ
れ
る
展
示
会
へ
の

出
展
や
、
県
外
の
飲
食
店
に
都
城
の
食

材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
し
て
も

ら
う
な
ど
、
地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い

販
路
拡
大
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
展
示
会
で
得
た
消
費
地
の

ニ
ー
ズ
を
会
員
へ
伝
え
る
な
ど
、
商
品

開
発
に
つ
な
が
る
よ
う
な
情
報
提
供
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

即
売
会
な
ど
の

　

場
を
提
供

商
品
即
売
会
な
ど
に
利
用
で
き
る
展

示
場
や
、
会
議
室
の
貸
し
出
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。新
規
の
利
用
者
に
向
け
て
、

使
用
料
の
一
部
を
無
料
に
す
る
な
ど
利

用
し
や
す
い
制
度
も
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

産
業
間
の
交
流
を
サ
ポ
ー
ト

商
工
業
者
と

農
業
者
と
の
交

流
の
場
を
設
け

て
、
圏
域
内
で

の
農
商
工
連
携

の
推
進
も
支
援

し
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

会
員
に
な
る
と
、
こ
れ
ら
の
事
業
の

他
に
も
、
道
の
駅
「
都
城
」
で
商
品
を

販
売
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

●
対
象
者　

農
業
生
産
者
、
企
業
な
ど

●
入
会
金　

２
０
、０
０
０
円
～

※
従
業
員
数
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

野
菜
な
ど
の
販
売
の
み
の
場
合
は
不

要
。
た
だ
し
、
別
途
手
数
料
が
必
要

「
三
な
い
運
動
」
を
守
り
ま
し
ょ
う

政
治
家
と
有
権
者
と
の
つ
な
が
り
は

大
切
で
す
が
、
相
手
の
立
場
を
理
解
し
、

次
の「
三
な
い
運
動
」の
ル
ー
ル
を
守
っ

て
、
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

※祝電や弔電については、寄付ではないため違反に
はなりませんが、内容によっては事前運動とみなされ
る場合があります。都城市議会では、虚礼廃止の申
し合わせをしています

お中元・お歳暮

秘 書などが
代理で出席
する場合の
葬式の香典
や結婚祝い

葬式の花輪・
供花

入院見舞い

入学祝い・卒業祝い

祭りや町内
会の集会、
旅行などの
催し物への
寸志や飲食
物の差し入
れ

このような寄付が禁止されています

弔

○
○
○
○

敬 供
寸
志

お
見
舞
い

農業者との交流会

首都圏で活躍している宮崎県出身
の料理人たちが集う会で、都城産
食材のＰＲ。（平成26年３月）

都
城
の
地
場
産
業
を
応
援
し
ま
す
！

①
政
治
家
は
有
権
者
に「
贈
ら
な
い
」

②
有
権
者
は
政
治
家
に「
求
め
な
い
」

③
寄
付
は
絶
対
に「
受
け
取
ら
な
い
」
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国
保
に
加
入
・
脱
退
す
る
と
き

は
届
け
出
を
忘
れ
ず
に

国
保
は
、健
康
保
険
制
度
の
一
つ
で
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
や
職
場
の
健
康

保
険
（
社
会
保
険
な
ど
）
に
加
入
し
て

い
る
人
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

を
除
き
、
全
て
の
人
が
加
入
す
る
保
険

制
度
で
す
。

国
保
に
加
入
ま
た
は
脱
退
す
る
場
合

は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。
次
に
該
当

す
る
場
合
は
、
14
日
以
内
に
保
険
年
金

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
の
市
民
生
活

課
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
で
届
け
出

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
保
険
証
が
な

い
た
め
、
そ
の
間
の
医
療
費
が
全
額
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ほ
か
の

医
療
保
険
に
入
っ
た
と
き
に
脱
退
の
届

け
出
を
し
な
い
と
、
保
険
税
を
二
重
に

支
払
う
な
ど
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

市
内
で
住
所
が
変
わ
っ
た
り
、
世
帯

主
が
変
わ
っ
た
り
し
た
と
き
な
ど
も
届

け
出
が
必
要
で
す
。

保
険
税
の
仕
組
み

そ
の
年
度
に
予
測
さ
れ
る
医
療
費
か

ら
、
病
院
な
ど
で
支
払
う
一
部
負
担
金

と
国
な
ど
か
ら
の
補
助
金
を
差
し
引
い

た
額
が
保
険
税
の
総
額
で
す
。

こ
れ
を
世
帯
ご
と
の
加
入
者
数
や
、

所
得
な
ど
に
応
じ
て
公
平
な
負
担
に
な

る
よ
う
に
保
険
税
を
算
出
し
ま
す
。

な
お
、
保
険
税
は
届
け
出
を
し
た
月

で
は
な
く
、
国
保
の
被
保
険
者
と
な
っ

た
月
か
ら
課
税
さ
れ
ま
す
。

医
療
費
の
節
減
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

医
療
費
が
増
え
る
と
、
国
保
か
ら
病

院
な
ど
に
支
払
わ
れ
る
医
療
給
付
の
費

用
も
増
え
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に
保
険

税
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
医

療
費
の
節
減
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
医
療
費
節
減
の
ポ
イ
ン
ト

・
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
適
度
な
運
動
・

栄
養
・
休
養
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
と
り

ま
し
ょ
う
。

・
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
て
、
病

気
の
早
期
発
見
や
治
療
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

・
休
日
・
時
間
外
診
療
は
緊
急
時
な
ど

を
除
き
、な
る
べ
く
避
け
ま
し
ょ
う
。

か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬

品
）
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

●パートやアルバイトなどをしていて、職場の健康保険などに加入していない人
● 3カ月を超えて日本に滞在することを認められた外国籍の人　※医療滞在ビザで入国した人などは除く

お店などを経営する
自営業の人

農業や漁業などを
営んでいる人

退職などで職場の
健康保険をやめた人

私たちの健康を支える
国 民 健 康 保 険 制 度

知ってください 国保のこと
国民健康保険（国保）は、病気やけがをしたときに、誰もが安心して治療を受けられるよう、みんなで
お金を出し合い、支えあう保険制度です。国保の健全な運営のために、医療費の節減に協力ください。

◎問い合わせ　保険年金課　☎ 23－ 2127

●
国
保
に
加
入
す
る
と
き

・
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
と
き

・
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

・
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

・
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

※
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入

し
て
い
る
場
合
は
、
国
保
加
入

は
不
要

●
国
保
を
脱
退
す
る
と
き

・
他
の
市
町
村
に
転
出
し
た
と
き

・
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入

し
た
と
き

・
死
亡
し
た
と
き

・
生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

た
と
き

国保に加入する皆さん
国保にはこのような人が加入します
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各
種
認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て

【
国
民
健
康
保
険
】　

次
の
認
定
証
の
更
新
手
続
き
を
８
月

１
日
㈮
か
ら
、
保
険
年
金
課
、
各
総
合

支
所
市
民
生
活
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
で
行
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
特

定
疾
病
療
養
受
療
証
（
70
歳
未
満
で
慢

性
腎
不
全
の
人
）は
手
続
き
不
要
で
す
。

７
月
末
日
ま
で
に
新
し
い
受
療
証
を
送

付
し
ま
す
。

①
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証

同
一
世
帯
で
、
国
民
健
康
保
険
加
入

者
（
擬
制
世
帯
主
含
む
）
全
員
の
平
成

26
年
度
市
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
国
民

健
康
保
険
加
入
者

②
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証

①
以
外
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

（
70
歳
未
満
）

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
所
持

す
る
認
定
証
、
世
帯
主
の
印
鑑
（
ス
タ

ン
プ
式
を
除
く
）

※
代
理
の
人
で
も
手
続
き
は
可
能
で
す

が
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
を
証

明
す
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

【
後
期
高
齢
者
医
療
】　

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
、
現
在
持
っ

て
い
る
人
で
対
象
と
な
る
人
に
は
、
７

月
末
日
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

保険証が届いたら、住所、氏名、生年月日を確認してくださ
い。 8月 1日以降に病院などで受診するときは、新しい保険証
を必ず持参してください。
不要となった保険証は、処分するか、保険年金課または各総
合支所、各地区市民センターの窓口に返却してください。
※75歳以上の人や、障がいのある65 ～ 74歳の人の後期高齢者
医療被保険者証については、負担割合が変更になった人のみ
送付します

新しい保険証を7月下旬に発送します

新しい保険証の有効期限
国民健康保険被保険者証（兼高齢受給者証）の有効期限は、原則、平成27年 7 月31日までの 1年間。
後期高齢者医療被保険者証は平成28年 7 月31日までです。
ただし、次の人は、有効期限が異なりますので、注意してください。
●69歳の人	→�70歳の誕生月の末日（ 1日生まれの人は誕生日の前日まで）
●74歳の人�→�75歳の誕生日の前日
●退職被保険者で64歳の人�→�65歳の誕生月の末日（ 1日生まれの人は誕生日の前日まで）
※保険税の未納がある人は、有効期限が短い保険証（短期証）となる場合があります

医療費の負担割合と発行される保険証

国民健康保険被保険者証

記号番号

氏　　名

生年月日

資格取得年月日

交付年月日

住　　所

世帯主氏名

保険者番号

○○○○○○○○
都城　太郎
昭和□□年□□月□□日
平成□□年□□月□□日
平成 26 年 8 月 1 日

都城市○○○町○○○○番地○○

都城　太郎
　　4 5 0 0 2 3

有効期限　平成 2 7年　7月3 1日

性別　男

保険者名　都城市

※前年の収入額が一定基準以下のときは、申請することで、負担割合が 1割（昭和19年 4 月 1 日
までに生まれた人）または 2割（昭和19年 4 月 2 日以降に生まれた人）に変更になります。　
対象者には、申請書を送付しますので、 7月中に手続きをお願いします

2割 3割

小学校入学前

国民健康保険被保険者証

小学校入学後70歳未満

【70歳以上75歳未満】
国民健康保険被保険者証兼高齢受給者証
①現役並み所得者（※）3 割
②それ以外の人
　昭和19年4月1日までに生まれた人　 1 割
　昭和19年4月2日以降に生まれた人　2 割

【75歳以上】
後期高齢者医療被保険者証
①現役並み所得者（※）3 割　②現役並み所得者以外 1 割
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元
気
な
ニ
ジ
マ
ス
つ
か
ま
え
た
よ

ニ
ジ
マ
ス
の
つ
か
み
取
り

　

関
之
尾
緑
の
村
プ
ー
ル
で
５
月
３

日
、
幼
児
か
ら
小
学
２
年
生
ま
で
を
対

象
に
ニ
ジ
マ
ス
の
つ
か
み
取
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
定
員
１
０
０
人
を
上
回
る

盛
況
ぶ
り
。
子
ど
も
ら
は
、
歓
声
と
水

し
ぶ
き
を
上
げ
、
勢
い
よ
く
泳
ぎ
回
る

ニ
ジ
マ
ス
を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
終
了
後
に
は
、
地

元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
「
関
之
尾
む

か
え
び
と
」
に
よ
る
紙
芝
居
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
安
藤
丞じ
ょ
う

之の

助す
け

く
ん
（
大
王

小
２
年
）
は
「
元
気
な
ニ
ジ
マ
ス
を
つ

か
ま
え
た
。
大
好
き
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん

に
食
べ
さ
せ
た
い
」
と
初
夏
の
さ
わ
や

か
な
一
日
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

伝
統
の一
戦
に
両
校
ナ
イ
ン
奮
闘

都
城
泉
个
丘
高
校
対
西
高
校
野
球
定
期
戦

　

都
城
泉
个
丘
高
校
と
都
城
西
高
校
の

硬
式
野
球
定
期
戦
と
各
部
の
交
流
会
が

５
月
１
日
、
市
営
球
場
周
辺
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
都
城
泉
个
丘
高
校
の
卒
業

生
で
も
あ
る
池
田
市
長
が
「
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
生
き
抜
く
力
、
人
間
力
を
養

っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
選
手

ら
を
激
励
。
昭
和
41
年
か
ら
続
く
伝
統

の
一
戦
に
、
両
高
ナ
イ
ン
を
応
援
し
よ

う
と
生
徒
や
保
護
者
ら
が
来
場
し
、
ス

タ
ン
ド
席
か
ら
大
き
な
声
援
で
試
合
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
終
了

後
に
は
、
各
部
活
動
の
交
流
会
も
行
わ

れ
、
生
徒
ら
が
日
頃
の
成
果
を
発
揮
し
、

交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

も
っ
と
き
れ
い
に
な
っ
た
ら
い
い
な

水
辺
の
環
境
教
室

　

身
近
な
水
環
境
に
関
す
る
学
習
会
が

５
月
８
日
、
庄
内
川
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
都
城
保
健
所
や
市
の
職
員
か
ら
、

観
察
や
調
査
の
方
法
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
後
、
実
際
に
水
の
透
明
度
や
臭

い
の
観
察
、
水
辺
の
生
物
の
調
査
を
実

施
。
参
加
し
た
明
和
小
学
校
の
児
童
ら

は
、
浅
瀬
の
石
の
裏
に
い
る
カ
ゲ
ロ
ウ

や
カ
ワ
ゲ
ラ
の
幼
虫
な
ど
を
網
や
素
手

で
採
取
し
、
大
き
さ
や
種
類
を
熱
心
に

調
べ
て
い
ま
し
た
。
木
佐
貫
伊い

織お
り

く
ん

（
６
年
）
は
、「
川
の
水
は
見
た
目
は
き

れ
い
だ
け
ど
臭
い
が
あ
り
ま
し
た
。
も

っ
と
き
れ
い
に
な
っ
た
ら
い
い
な
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
の
力
で
学
生
を
応
援

お
は
よ
う
目
覚
ま
し
朝
ご
は
ん

　

南
九
州
大
学
地
域
応
援
団
「
か
た
ら

ん
花か

」
が
主
催
す
る
「
お
は
よ
う
目
覚

ま
し
朝
ご
は
ん
」
が
５
月
18
日
、
南
九

州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
同
大
学
の
学
生
や
地
域
の

人
約
80
人
が
、
周
辺
道
路
な
ど
の
清
掃

活
動
を
実
施
。
そ
の
後
、
手
作
り
の
が

ね
や
卵
か
け
ご
は
ん
、
石
釜
で
焼
い
た

ピ
ザ
な
ど
を
食
べ
、
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
参
加
し
た
赤あ
か
い
し石

朋と
も

さ
ん（
３
年
）は
、

「
一
昨
年
に
続
い
て
２
回
目
の
参
加
で

す
。
清
掃
し
た
後
に
み
ん
な
で
作
っ
た

ピ
ザ
は
格
別
で
し
た
」
と
お
い
し
い
朝

ご
は
ん
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
交
流

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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き
れ
い
な
歯
で
輝
く
笑
顔

お
口
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

歯
と
口
の
健
康
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

お
口
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
６
月

７
日
・
８
日
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ

ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、

虫
歯
予
防
を
呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
の

展
示
の
ほ
か
、
フ
ッ
素
塗
布
、
石
こ
う

を
使
っ
た
手
形
づ
く
り
な
ど
が
行
わ

れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
歯
科
医
師
の
仕
事
の
体
験
を
し

た
原
田
静せ

れ伶
さ
ん
（
下
長
飯
町
・
５
歳
）

は
、「
歯
医
者
さ
ん
の
格
好
が
で
き
て

楽
し
か
っ
た
。
虫
歯
に
な
ら
な
い
よ
う

歯
磨
き
を
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
歯
磨
き

の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

早
乙
女
た
ち
の
豊
作
祈
願

東
霧
島
神
社
お
田
植
え
祭
り

　

五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
お
田
植
え
祭

り
が
６
月
７
日
、
東つ
ま

霧
島
神
社
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
20
年
以
上
前
に
復
活
し
た
、

地
域
に
伝
わ
る
伝
統
の
神
事
に
小
学
生

ら
20
人
が
参
加
。「
良よ

い
田た

な
ー
」
の

声
に
合
わ
せ
て
、
法は
っ

被ぴ

姿
の
男
の
子
ら

が
力
強
く
鍬く
わ

入
れ
や
代
か
き
を
奉
納
し

た
後
、
か
す
り
の
着
物
に
赤
い
た
す
き

掛
け
の
早
乙
女
姿
に
扮
し
た
女
の
子
ら

が
、
古
代
の
赤
米
の
苗
を
慣
れ
な
い
手

つ
き
で
丁
寧
に
植
え
て
い
ま
し
た
。
平

川
咲さ

わ和
さ
ん
（
高
崎
小
５
年
）
は
「
真

っ
す
ぐ
植
え
る
の
が
難
し
か
っ
た
。
今

度
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
田
植
え
を
手
伝

い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

勝
利
を
目
指
し
一致
団
結

県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
出
場
選
手
結
団
式

　

県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
都
城
市
選
手
団
の

結
団
式
が
５
月
19
日
、
中
央
公
民
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
競
技
を
通

し
て
交
流
を
深
め
る
同
イ
ベ
ン
ト
に
、

本
市
か
ら
36
競
技
、
約
１
、２
０
０
人

の
選
手
ら
が
参
加
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や

山
岳
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
競

技
に
出
場
す
る
選
手
ら
が
、
大
会
へ
向

け
て
の
意
気
込
み
を
高
め
て
い
ま
し

た
。
選
手
団
を
代
表
し
て
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
競
技
に
出
場
す
る
上う
わ
と
く徳
貴
博
さ
ん

（
山
之
口
町
富
吉
）
が
「
市
の
栄
光
と

名
誉
の
た
め
精
い
っ
ぱ
い
競
技
す
る
こ

と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
」
と
、
声
高
ら

か
に
力
強
く
宣
言
し
ま
し
た
。

競
技
力
と
安
全
意
識
を
高
め
て一石
二
鳥

交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

交
通
安
全
意
識
の
向
上
と
事
故
防
止

を
目
的
に
、
高
齢
者
交
通
安
全
競
技
大

会
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
）
が
５

月
22
日
、
高
城
運
動
公
園
多
目
的
広
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
各
地
区
か

ら
約
３
０
０
人
が
参
加
。
競
技
に
先
立

ち
、周す

ま磨
誠ま
こ
と

さ
ん
（
志
比
田
町
）
が
「
競

技
で
親
睦
を
図
る
と
と
も
に
、
日
頃
か

ら
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
の
加
害

者
、
被
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し

ま
す
」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。
真
剣
な
ま

な
ざ
し
で
競
技
に
望
ん
だ
選
手
ら
は
、

途
中
に
設
け
ら
れ
た
横
断
歩
道
で
、
係

員
か
ら
安
全
確
認
の
指
導
を
受
け
、
交

通
安
全
意
識
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。
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都
城
に
夏
の
到
来
を
告
げ
る
お
か

げ
祭
り
。
都
城
を
熱
く
盛
り
上

げ
る
こ
の
祭
り
で
実
行
委
員
長
を
務
め

る
の
が
、
山
路
修
矛
さ
ん
（
上
水
流

町
）
で
す
。

　

お
か
げ
祭
り
は
、
日
本
に
古
く
か
ら

伝
わ
る
伝
統
を
取
り
入
れ
た
「
本
物
」

の
祭
り
を
創
造
し
、
後
世
に
伝
え
よ
う

と
平
成
５
年
に
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

以
前
は
、
福
岡
で
働
い
て
い
た
山
路

さ
ん
。家
業
を
継
ぐ
た
め
都
城
に
戻
り
、

知
人
の
紹
介
で
平
成
６
年
か
ら
祭
り
に

加
わ
り
ま
し
た
。
初
め
て
参
加
し
た
祭

り
の
後
、
現
在
の
振
興
会
会
長
で
も
あ

る
川
本
翰か
ん

治じ

さ
ん
か
ら
、｢

こ
の
祭
り

は
神み
こ
し輿
宮み
や
い
り入
の
儀ぎ

を
中
心
に
、
本
物
の

祭
り
に
育
て
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
神

輿
を
任
せ
た
い｣

と
タ
ス
キ
を
渡
さ
れ

ま
し
た
。
仕
事
や
環
境
の
変
化
に
、
身

も
心
も
疲
れ
て
い
た
山
路
さ
ん
。
自
分

を
必
要
と
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
動
し

た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
以
外
の
参

加
者
も
受
け
入
れ
る
祭
り
の
懐
の
深
さ

に
共
感
し
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
く

こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、
誰
よ
り
も
大
き
な
声
を

出
し
、
礼
儀
作
法
に
こ
だ
わ
る
な
ど
、

真し
ん

摯し

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
後
世
に
伝

え
る
価
値
あ
る
祭
り
に
育
て
て
い
き
た

い
と
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

あ
る
年
、
宮
入
の
儀
で
神
輿
を
担
ぎ

終
え
た
後
、
観
衆
か
ら
「
お
疲
れ
さ
ま
」

で
は
な
く
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言

葉
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
に

込
め
ら
れ
た
意
味
を
感
じ
て
涙
し
、
祭

り
に
対
す
る
思
い
が
一
層
強
く
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
山
路
さ
ん
の
思
い
と

重
な
る
よ
う
に
、
祭
り
の
規
模
も
年
々

大
き
く
な
り
、
神
輿
の
担
ぎ
手
や
お
は

や
し
な
ど
の
参
加
者
は
１
、０
０
０
人
を

超
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
祭
り
を
通
し
て
出
会
っ
た
多
く
の

仲
間
た
ち
に
支
え
ら
れ
、
今
の
自
分
が

あ
る
。
今
後
30
年
、
40
年
と
祭
り
が
続

く
よ
う
に
後
進
を
し
っ
か
り
と
育
て
、

祭
り
に
恩
返
し
を
し
た
い
」
と
思
い
を

話
す
山
路
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
全
て
の

人
や
、
も
の
に
感
謝
す
る
お
か
げ
さ
ま

の
精
神
で
、
祭
り
と
地
域
を
強
力
に
盛

り
上
げ
ま
す
。

地域の絆を後世に
おかげ祭り実行委員会　実行委員長

山
やま

路
じ

 修
おさ

矛
む

さん

終
え
た
後
、
観
衆
か
ら
「
お
疲
れ
さ
ま
」

smiling faces of miyakonojo
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子どもには、付けだれの代わりにケチャップやマヨネ
ーズを使うとお好み焼き風のおやつにもなります。

ちょっと
ひと工夫

ワンワン
ポイント

環
霧
島
探
訪

環
霧
島
探
訪

霧
島
霧
島

今
回
は
、
小
林
市
か
ら
眺
め
る
夷
守
岳

で
す
。

■ 

生
駒
高
原
か
ら
眺
め
る
夷ひ
な
も
り守
岳

眺
め
る
場
所
に
よ
っ
て
姿
を
変
え
る

霧
島
山
。
小
林
市
内
に
も
、
た
く
さ
ん

の
絶
景
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
が
、「
ど

こ
か
ら
眺
め
る
霧
島
山
が
一
番
好
き
で

す
か
」と
い
う
問
い
に
対
す
る
答
え
は
、

人
そ
れ
ぞ
れ
。

環
境
省
の
自
然
公
園
功
労
者
環
境
大

臣
表
彰
を
受
け
た
、
自
然
公
園
指
導
員

の
樋ひ

のノ
口く
ち

正
光
さ
ん
（
小
林
市
）
は
、

同
じ
問
い
に
「
生
駒
高
原
か
ら
眺
め
る

夷
守
岳
が
一
番
美
し
い
」と
答
え
ま
す
。

■ 

人
々
を
引
き
付
け
る
夷
守
岳

夷
守
岳
の
魅
力
は
、
何
と
言
っ
て
も

そ
の
形
の
美
し
さ
。
特
に
生
駒
高
原
付

近
か
ら
の
眺
め
は
絶
景
で
、「
生
駒
富

士
」
と
も
称
さ
れ
ま
す
。
霧
島
連
山
の

中
で
も
小
林
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
、

地
域
住
民
か
ら
は
「
南み
な
ん
や
ま山」
と
呼
ば
れ

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。樋
ノ
口
さ
ん
は
、

「
霧
島
連
山
で
一
番
形
の
き
れ
い
な
山
」

と
そ
の
魅
力
を
語
り
ま
す
。

■ 

四
季
折
々
の
花
々
と
夷
守
岳

生
駒
高
原
か
ら
望
む
夷
守
岳
を
背

に
、
四
季
折
々
の
花
々
も
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
春
に
は
菜
の
花
や
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
ポ
ピ
ー
が
一
面
を
彩
り
、
秋

に
は
約
１
０
０
万
本
の
コ
ス
モ
ス
が
高

原
を
埋
め
尽
く
し
、
訪
れ
る
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

　

小
林
市
企
画
政
策
課

☎
０
９
８
４

－

23

－

0
4
5
6

トウモロコシには、食物繊維が多く含まれていて、脂肪
の吸収を抑え便秘の予防・改善のほか、疲労回復の効

果があるビタミンBや老化防止に役立つビタミンＥなども多
く含まれます。

●材料（６人分・約２枚分）
　　　豆腐…300g　小麦粉…130g　片栗粉…30g　
　　　卵…１個　玉ネギ…1/2 個　ニラ…３本　
　　　トウモロコシ…50g　塩…ひとつまみ
　　　ポン酢…大さじ２　コチュジャン…小さじ１
　　　ごま油…小さじ 1/2　ごま…少々
　　　水…50㏄　サラダ油…大さじ１

●下準備
　豆腐…水気を切って手でほぐす　　ニラ…小さく切る
　玉ネギ…薄くスライスする　　　　Ｂを合わせておく

●作り方
　①ボウルにＡを全て入れて混ぜ合わせ、水を少しずつ足
　　しながらさらに混ぜる
　②フライパンにサラダ油を熱し、①を入れ両面に焼き色
　　が付く程度に焼く
　③焼いた②を食べやすい大きさに切り、皿に盛り付けＢ
　　をかける
◎問い合わせ　健康課　☎ 23 － 2765

短時間で焼き上がるので、夜のうちに野菜
などを切って下準備をしておけば、手軽に
楽しめる朝食にもなります。

旬のトウモロコシを使ったチヂミ　※1人分187kcal、塩分0.7g

生駒高原から眺める四季折々の
夷守岳。上から、菜の花、アイ
スランドポピー、コスモス。

※
環
霧
島
圏
域

の
イ
ベ
ン
ト
情

報
を
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
て
い
ま
す

A

B
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

都
城
市
郡
医
師
会
病
院
な
ど
の

跡
地
施
設
活
用
事
業
者

　

都
城
市
郡
医
師
会
病
院
、
都
城
救
急
医

療
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
都
城
健
康
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
は
、
移
転
整
備
が
進
め
ら
れ
来

春
の
開
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
移
転
後
の
都
城
市
郡
医
師
会
病
院
な

ど
の
土
地
と
建
物
を
購
入
し
て
、
活
用
す

る
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格　

暴
力
団
関
係
者
で
は
な
い

事
業
者
で
、
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な

い
事
業
者

●
対
象
物
件　

都
城
市
郡
医
師
会
病
院
、

都
城
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
都
城
健

康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
土
地
と
建
物

※�

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
く
だ
さ
い

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
あ
る
参
加
表

明
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
７
月
15
日
㈫

ま
で
に
総
合
政
策
課　

☎
23

－

２
１
１
５

planning@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

県
農
業
振
興
公
社
管
理
農
地
の

借
受
希
望
者

●
募
集
期
間　

７
月
1
日
㈫
～
30
日
㈬

●
募
集
区
域　

沖
水
地
区

　

農
政
課
に
設
置
し
て
あ
る
申
込
書

に
記
入
し
、
７
月
30
日
㈬
ま
で
に
農
政
課

☎
23

－

２
７
６
８

第
61
回
都
城
市
美
術
展
作
品

　

絵
画
や
写
真
、
書
、
彫
刻
な
ど
、
あ
な

た
の
力
作
を
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
展
示
期
間　

９
月
26
日
㈮
～
10
月
13
日
㈪

●
応
募
資
格　

高
校
生
以
上

●
出
品
料　

１
点
１
、５
０
０
円

※�

高
校
生
は
無
料
。
た
だ
し
、
１
人
３
点

ま
で

●
搬
入
日　

９
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
16
時
30
分

　

美
術
館　

☎
25

－
１
４
４
７

市
文
化
賞
受
賞
候
補
者
の
推
薦

　

本
市
の
文
化
の
向
上
発
展
に
関
し
、
特

に
顕
著
な
業
績
ま
た
は
功
労
の
あ
っ
た
本

市
出
身
者
、
在
住
者
、
縁
故
者
お
よ
び
本

市
に
所
在
す
る
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。 

●
部
門　

①
学
術　

②
技
術　

③
芸
術

④
社
会
教
育　

⑤
体
育　

⑥
文
化
功
労 

　

生
活
文
化
課
お
よ
び
各
総
合
支
所

に
設
置
し
て
あ
る
所
定
の
用
紙
に
記
入

し
、
７
月
31
日
㈭
ま
で
に
生
活
文
化
課　

☎
23

－

２
１
３
２

都
城
市
景
観
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

●
テ
ー
マ　

わ
た
し
の
好
き
な
「
み
や
こ

ん
じ
ょ
」
の
風
景

●
対
象　

市
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
、

生
徒

●
規
格　

四
つ
切
り
画
用
紙

●
募
集
期
間　

８
月
１
日
㈮
～
９
月
８
日
㈪

　

都
市
計
画
課　

☎
23

－

２
７
６
２

「
み
や
ざ
き
文
学
賞
」
作
品

●
対
象

県
内
在
住
者
お
よ
び
県
内
の
学
校
・
企
業

な
ど
に
勤
務
（
在
学
）
す
る
人
。
た
だ
し
、

職
業
作
家
は
除
く

●
部
門

小
説
、
随
筆
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
。

た
だ
し
、
短
歌
と
俳
句
、
川
柳
は
５
首（
句
）

を
１
単
位
と
し
て
審
査
。
題
材
、
内
容
は

自
由
で
１
部
門
１
点
（
未
発
表
の
も
の
）。

他
の
募
集
や
誌
紙
な
ど
へ
の
重
複
投
稿
は

不
可

●
募
集
期
間　

８
月
１
日
㈮
～
31
日
㈰

　

宮
崎
県
芸
術
文
化
協
会
（
〒
880

－

０
８
０
４　

宮
崎
市
宮
田
町　

県
庁
10
号
館

１
階
）　

☎
０
９
８
５

－

31

－

２
７
８
０

家
族
や
地
域
の
大
切
さ
に
関
す
る

作
品
コ
ン
ク
ー
ル

　

子
育
て
や
家
族
の
絆
な
ど
、
身
近
な
地

域
社
会
で
支
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
写
真

や
手
紙
な
ど
で
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
部
門　

①
写
真　

②
手
紙
・
メ
ー
ル

●
募
集
期
間　

７
月
１
日
㈫
～
９
月
８
日
㈪

※�
詳
し
く
は
、
内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
く
だ
さ
い

　

保
育
課　

☎
23

－

２
１
９
９

http://w
w
w
8.cao.go.jp/shoushi/

shoushika/fam
ily/index.htm

l

募

集
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

８
月
は
人
権
啓
発
強
調
月
間

【
夏
休
み
ふ
れ
あ
い
映
画
祭
（
無
料
）】

●
日
時　

８
月
７
日
㈭　

13
時
～

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
上
映
作
品　

①
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
・

あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
「
世
界
を
し
あ
わ
せ
に
」 

②
モ
ン
ス
タ
ー
ズ
・
イ
ン
ク

【
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
リ
レ
ー
啓
発
展
】

　

同
和
問
題
や
人
権
問
題
に
関
す
る
パ
ネ

ル
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
23
日
㈬
～
８
月
１
日
㈮

　
　
　
　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

●
場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

　

生
涯
学
習
課　

☎
23

－

９
５
４
５

中
山
間
・６
次
化
振
興
セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

　

中
山
間
地
域
な
ど
に
住
ん
で
い
る
人
や

団
体
な
ど
を
対
象
に
、
地
域
資
源
を
活
用

し
た
商
品
開
発
の
手
法
や
支
援
制
度
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
30
日
㈬　

14
時
～
17
時

●
場
所　

中
山
荘　

※
要
申
し
込
み

●
内
容　

講
演
や
支
援
制
度
の
説
明

　

７
月
22
日
㈫
ま
で
に
総
合
政
策
課

　
　
　

☎
23

－

２
１
１
５

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
】

●
日
時　

７
月
24
日
㈭　

12
時
20
分
～

●
場
所　

市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

都
城
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ク
ラ
ブ

　

文
化
振
興
財
団　

☎
23

－

７
１
４
０

患
者
等
搬
送
乗
務
員
の

適
任
者
講
習
（
無
料
）

●
日
時　

８
月
３
日
㈰
～
５
日
㈫　

　
　
　
　

９
時
～
17
時

●
場
所　

消
防
局
（
菖
蒲
原
町
）

●
受
講
資
格　

満
18
歳
以
上
で
市
お
よ
び

三
股
町
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人

●
定
員　

10
人

　

7
月
18
日
㈮
ま
で
に
警
防
救
急
課

　
　
　

☎
22

－

８
８
８
３

離
乳
食
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

７
月
30
日
㈬　

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

●
場
所　

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
持
参
す
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、
エ

プ
ロ
ン
な
ど　

※
要
申
し
込
み

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座（
無
料
）

●
日
時　

７
月
24
日
㈭　

14
時
～
15
時

●
場
所　

都
城
病
院　

教
育
研
修
棟

●
内
容　

が
ん
の
情
報
あ
れ
こ
れ

●
定
員　

80
人　

※
申
し
込
み
不
要

　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院

　
　

☎
23

－

４
１
１
１

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
（
無
料
）

●
日
時
・
場
所
・
定
員

７
／
17
㈭　

13
時
30
分
～
15
時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

35
人

７
／
29
㈫　

13
時
30
分
～
15
時

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

35
人

●
対
象　

40
歳
～
64
歳
ま
で
の
市
民

●
そ
の
他　

当
日
は
、
運
動
の
し
や
す
い

服
装
で
飲
み
物
を
持
参
く
だ
さ
い

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座（
無
料
）

　

認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
学
ん

で
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
支
援
す

る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
・
場
所
・
定
員

８
／
２
㈯　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

総
合
福
祉
会
館　

50
人

８
／
４
㈪　

14
時
～
16
時

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー　

50
人

※
ど
ち
ら
か
参
加
可
能
な
人

　

７
月
24
日
㈭
ま
で
に
社
会
福
祉
協

議
会　

☎
25

－

２
１
２
３

老
若
男
女
も
科
も
問
わ
な
い
よ
ろ
ず
科
、

漢
方
内
科
へ
い
ら
っ
し
ゃ
い（
無
料
）

●
日
時　

７
月
19
日
㈯　

　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
定
員　

１
８
０
人

　

都
城
市
北
諸
県
郡
医
師
会

　
　
　

☎
22

－

０
７
１
１

催

し

講
座
・
教
室
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

都
城
歴
史
講
座

都
城
の
歴
史
と
人
物
講
読
会

　

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
代
表
す
る
史
跡
や

人
物
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
都
城
の
歴
史

が
学
べ
ま
す
。

●
日
程
・
内
容

８
／
23
㈯

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

９
／
６
㈯

先
史
、
縄
文
、
弥
生
、
古
代

10
／
25
㈯

古
代
、
中
世

11
／
22
㈯

都
城
の
絵
画
文
化

12
／
13
㈯

中
世
、
近
世

１
／
24
㈯

近
現
代

２
／
28
㈯

史
跡
巡
り　

※
昼
食
代
が
別
途
必
要

●
時
間　

14
時
～
16
時

※
史
跡
巡
り
は
、
９
時
30
分
～
16
時

●
場
所　

都
城
島
津
邸
ほ
か

●
定
員　

25
人　

※
申
し
込
み
順

●
費
用　

１
、０
０
０
円

※�

講
座
で
テ
キ
ス
ト
「
都
城
の
歴
史
と
人

物
」
を
使
用
し
ま
す
。
持
っ
て
い
な
い

人
は
別
途
８
０
０
円
が
必
要

　

７
月
23
日
㈬
か
ら
受
け
付
け
。
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
で
都
城
島
津
邸

☎
23

－
２
１
１
６　

FAX 

36

－

４
０
１
９

都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
主
催

人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

【
履
歴
書
の
書
き
方
＆
美
文
字
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座
】

●
日
程　

８
月
20
日
㈬
～
22
日
㈮

　
　
　
　

９
時
30
分
～
16
時
30
分

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
定
員　

15
人　

※
選
考
あ
り

【
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
食
学
講
座
】

　

都
城
盆
地
の
食
材
を
生
か
し
た
、
ア
ン

チ
エ
イ
ジ
ン
グ
食
が
学
べ
ま
す
。

●
日
時　

７
月
30
日
㈬　

10
時
～
16
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
定
員　

15
人　

※
選
考
あ
り

　

都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会　
　

　
　
　

☎
23

－

２
４
１
２

実
技
・
技
能
講
習
会

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所
・
定
員
・
費
用

ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習

７
／
27
㈰
～
29
㈫　

１
０
０
人　

ヤ
マ
エ
食
品
工
業
㈱
・
都
城
地
区
建
設
業
協
会

１
万
２
、３
４
３
円（
テ
キ
ス
ト
代
１
、１
３
０
円
）

有
機
溶
剤
作
業
主
任
者
技
能
講
習

７
／
30
㈬
・
31
㈭　

都
城
地
区
建
設
業
協
会

１
０
０
人　

９
、２
５
７
円
（
テ
キ
ス
ト
代
１
、

９
４
４
円
）

職
長
等
の
教
育
講
習

８
／
４
㈪
・
５
㈫　

都
城
地
区
建
設
業
協
会

１
０
０
人　

１
万
２
、３
４
３
円

※
会
員
は
１
万
２
８
５
円
（
テ
キ
ス
ト
代

８
６
４
円
）

　

宮
崎
労
働
基
準
協
会
都
城
支
部

　
　
　

☎
24

－

５
６
０
３

ひ
と
り
親
お
よ
び
寡
婦
世
帯
の
皆
さ
ん
へ

就
業
支
援
講
習
会（
簿
記
講
習
）

　

ひ
と
り
親
お
よ
び
寡
婦
世
帯
の
生
活
安

定
と
自
立
支
援
の
た
め
に
、
日
商
簿
記
３

級
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
程　

８
月
25
日
㈪
～
10
月
31
日
㈮
の

月
・
水
・
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

18
時
30
分
～
21
時

●
場
所　

小
林
高
等
職
業
訓
練
校

●
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
、
検
定
料
は
受
講
生
負
担

●
対
象
者　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
お
よ

び
寡
婦

　

宮
崎
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会　

　
　
　

☎
０
９
８
５

－

22

－

4
６
9
６

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城
主
催

【
よ
か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
】

　

５
人
以
上
で
開
催
。

●
学
習
料　

１
回
５
５
０
円
～
８
０
０
円

（
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）

※
教
材
費
・
冷
暖
房
費
は
別
途
必
要

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所

社
交
ダ
ン
ス
教
室

毎
月
第
２
・
４
月
曜
日　

９
時
30
分
～
11
時
30
分　

広
原
教
育
集
会
所

【
き
ら
り
体
験
教
室
】

　

５
人
以
上
で
開
催
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所
・
費
用
・
締
め
切
り

夏
の
ス
キ
ン
ケ
ア
＆
メ
ー
ク
ア
ッ
プ
（
４
回
）

毎
週
火
曜
日
（
７
／
22
㈫
～
８
／
12
㈫
）　

９
時
30
分
～
11
時
30
分　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

２
、２
０
０
円

締
め
切
り
：
７
／
15
㈫

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城　

　
　
　

☎
23

－

４
０
８
０

講
座
・
教
室
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
自
主
事
業

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
教
室
名
・
日
時
・
定
員
・
費
用
・
締
め
切
り

親
子
で
作
る
ラ
ブ
リ
ー
弁
当
（
第
２
回
）

８
／
６
㈬　

10
時
～
13
時　

12
組
（
24
人
）

１
組
２
、０
０
０
円　

締
め
切
り
：
７
／
27
㈰

※�

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
こ
ど
も
用
室
内
ス
リ

ッ
パ
を
持
参
。
お
み
や
げ
付
き

は
じ
め
て
の
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

８
／
７
㈭　

10
時
～
12
時　

20
人　

２
、５
０
０
円　

締
め
切
り
：
７
／
29
㈫

※�

花
切
り
は
さ
み
、
ペ
ン
チ
（
細
い
ワ
イ
ヤ
ー

が
切
れ
る
も
の
）、
新
聞
紙
、
ご
み
袋

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
23

－

２
０
０
１

シ
ニ
ア
就
職
支
援
講
座
（
無
料
）

【
介
護
食
士
講
習
】

　

介
護
食
の
基
礎
知
識
を
習
得
し
、
介
護

や
福
祉
の
現
場
で
働
く
た
め
の
介
護
食
士

３
級
の
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

●
日
程　

８
月
19
日
㈫
～
９
月
５
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
14
日
間

●
場
所　

オ
ー
バ
ル
・
ジ
ョ
ブ
・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
・
カ
レ
ッ
ジ
（
松
元
町
27

－

１
）

※
資
格
取
得
に
必
要
な
経
費
は
自
己
負
担

●
対
象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し

て
い
る
55
歳
以
上
の
人

　

８
月
７
日
㈭
ま
で
に
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
都
城
や
都
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
置
い
て
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に

記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
宮
崎

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
（
〒

880

－

０
８
６
７　

宮
崎
市
瀬
頭
二
丁
目
６

番
14
号
）

☎
０
９
８
５

－

31

－

３
７
７
５

FAX‌

０
９
８
５

－

31

－

３
７
７
６

託
児
付
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

美
文
字
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

７
月
17
日
㈭　

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

●
場
所　

都
城
島
津
邸
石
蔵

●
対
象
・
定
員　

乳
幼
児
と
母
親
６
組

※
要
申
し
込
み

　

都
城
島
津
邸　

☎
23

－

２
１
１
６

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き

　

女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
～
16
時
）

相

談

子育て支援センター行事予定
◆都城市子育て支援センター　　　　☎ 22-1659

7/23 ㈬
10時～

マタニティーの会「妊娠中・産前
産後についての話、もく浴指導ほ
か」対象：妊婦　※要申し込み

7/28 ㈪
13時30分～

あかちゃんパーク集いの日
「わらべ歌・絵本の読み聞かせ・誕
生会ほか」　
対象：0・1歳の親子

8/4 ㈪
10時～

ふたごの会「ふたご以上の親子、
妊婦さんの集いの場」
対象：ふたご以上の親子・妊婦

8/11 ㈪
10時～

いちごクラブ「泡あそび」
対象：2歳以上の親子

◆山之口子育て支援センター　　　　☎ 57-3298

7/22 ㈫
10時～

出前保育　ぽっかぽか
「体育館で思いきり遊ぼう」
場所：上富吉地区体育館

7/25 ㈮
10時30分～

高齢者施設慰問「おじいちゃん、
おばあちゃんと遊ぼう」
場所：ひばり苑

7/28 ㈪
  9時30分～

なかよし広場・すくすく教室
1 歳以上を対象に身長と体重を測
定します

8/5 ㈫
10時30分～

公園で遊ぼう
場所：的

まと

野
の

農村公園
◆山田子育て支援センター　　　　　☎ 64-3171

7/10 ㈭
10時～

にこにこ教室
「コロコロサイコロパズルを作りま
しょう」

7/18 ㈮
10時30分～

みんなで遊ぼう！！
「リズム遊びと英語のうたを親子で
楽しみましょう」

7/23 ㈬
10時～

誕生会（6・7月生まれのお友だち）
「みんなでお祝いしましょう」

8/7 ㈭
10時～

身体測定
「子どもの成長を数字で知ろう」

◆各子育て支援センター合同行事

8/6 ㈬
10時～

子育て講演会「心理学から学ぶ子ど
もの気持ち」－ 0～ 2歳の子育て－
場所：南九州大学都城キャンパス
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

女
性
相
談
員
や
女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

10
時
～
16
時

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

７
月
16
日
㈬　

14
時
～
16
時

◎
法
律
相
談

７
月
22
日
㈫　

13
時
～
16
時

※
専
門
相
談
の
場
合
は
要
予
約

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

女
性
専
門
・
不
妊
専
門
相
談（
無
料
）

●
場
所　

都
城
保
健
所

【
女
性
専
門
相
談
「
ス
マ
イ
ル
」】

　

妊
娠
や
出
産
、
育
児
、
避
妊
、
乳
が
ん

な
ど
女
性
の
健
康
問
題
に
関
す
る
相
談

●
日
時　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

【
不
妊
専
門
相
談
「
ウ
イ
ン
グ
」】

　

不
妊
治
療
の
検
査
や
費
用
、
医
療
機
関

の
情
報
な
ど
、
不
妊
に
関
す
る
相
談

●
日
時　

第
２
・
４
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

　

都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

●
専
用
電
話　

☎
０
９
０

－

８
９
１
２

－

５
３
３
１　

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

　

毎
週
月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談

　

７
月
18
日
㈮　

13
時
～
16
時

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
無
料
）

　

精
神
科
の
病
気
や
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関

す
る
問
題
、
不
眠
、
抑
う
つ
、
過
食
・
拒

食
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
な
ど
、
精
神
科
の

医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

７
月
17
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時　

※
要
予
約

●
場
所　

都
城
保
健
所

　

都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

国
民
年
金
保
険
料

免
除
申
請
・
納
付
猶
予

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
、本
人
、

配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
所
得
に
応
じ
た

免
除
や
猶
予
を
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

未
納
や
過
去
に
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
期
間
に
つ
い
て
、
新
た
に
４

月
か
ら
保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら
２
年
を

経
過
し
て
い
な
い
期
間
に
免
除
期
間
が
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。
26
年
度
の
免
除
期
間
は

７
月
か
ら
27
年
６
月
ま
で
で
す
。

●
手
続
に
必
要
な
も
の　

年
金
手
帳
、
印

鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
を
除
く
）、
退
職
の
場

合
は
離
職
票
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

な
ど
の
写
し

●
申
請
場
所　

保
険
年
金
課
、
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
、各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、

都
城
年
金
事
務
所

　

保
険
年
金
課　

☎
23

－

２
６
２
９

納
め
忘
れ
た
国
民
年
金
保
険
料

納
付
可
能
期
間
の
延
長

　

納
付
期
限
が
過
ぎ
た
国
民
年
金
保
険
料

は
、
平
成
27
年
９
月
ま
で
、
過
去
10
年
分

ま
で
納
め
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
３
年
以

上
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
場
合
は
、
当
時

の
保
険
料
に
加
算
金
が
付
き
ま
す
。

●
受
付
窓
口　

都
城
年
金
事
務
所

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

年
金
手
帳
、

印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
を
除
く
）

　

都
城
年
金
事
務
所

　
　

☎
23

－

２
５
７
１

放
置
自
転
車
の
撤
去

　

５
月
21
日
、
都
城
駅
前
駐
輪
場
の
放
置

自
転
車
の
撤
去
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
撤

去
し
た
自
転
車
は
、
生
活
文
化
課
で
保
管

し
て
い
ま
す
の
で
、
心
当
た
り
の
あ
る
人

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
保
管
期
限　

７
月
31
日
㈭

　

生
活
文
化
課　

☎
23

－

７
１
８
３

お
知
ら
せ

相

談
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

介
護
保
険
料
の
納
付

　

平
成
26
年
度
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書

（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
用
）
を
７
月

中
旬
に
発
送
し
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
金
差
し
引

き
に
な
る
人
に
は
、
納
入
通
知
書
兼
特
別

徴
収
開
始
通
知
書
を
７
月
下
旬
に
発
送
し

ま
す
。
ま
た
、
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付

が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
納
税
お
知
ら

せ
セ
ン
タ
ー
か
ら
電
話
で
早
期
納
付
の
案

内
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
現
在
、
納
付

書
で
納
め
て
い
て
口
座
振
替
に
変
更
し
た

い
人
は
、
取
扱
金
融
機
関
で
口
座
振
替
依

頼
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、
口
座
振
替
は
手
続
き

し
た
翌
月
か
ら
開
始
に
な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

２
５
９
６

介
護
保
険
料
の
減
免
制
度

　

65
歳
以
上
で
収
入
が
少
な
い
人
の
負
担

軽
減
の
た
め
に
、
介
護
保
険
料
の
減
免
制

度
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
介
護
保
険
料
減

免
申
請
は
毎
年
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
対
象　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
介
護
保
険
料
が
第
３
段
階

②
世
帯
員
全
員
の
前
年
の
所
得
が
な
い

③�

世
帯
の
前
年
の
年
間
収
入
金
額
が
、
１

人
世
帯
の
場
合
80
万
円
以
下
（
世
帯
員

が
１
人
増
え
る
ご
と
に
35
万
円
加
算
。

借
家
に
居
住
の
場
合
、
別
途
25
万
円
加

算
）

④
市
民
税
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い

⑤�

市
民
税
課
税
者
と
生
計
を
共
に
し
て
い

な
い

⑥�

処
分
で
き
る
不
動
産
を
所
有
し
て
い
な
い

⑦
世
帯
の
預
貯
金
が
１
６
０
万
円
以
下

●
減
免
額　

第
３
段
階
の
保
険
料
年
額

４
万
８
、０
０
０
円
を
第
２
段
階
相
当
の

年
額
３
万
２
、０
０
０
円
に
減
額

※
９
月
２
日
以
降
の
申
請
は
、
納
期
未
到

　

来
分
に
つ
い
て
期
割
計
算
し
た
額
を
減
額

●
申
込
期
間

８
月
１
日
㈮
～
平
成
27
年
４
月
30
日
㈭

　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

２
５
９
６

平
成
26
・
27
年
度
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
定
期
受
付（
物
品
・
印
刷
・
役
務
）

　

市
が
発
注
す
る
物
品
や
印
刷
、
役
務
の

競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
申

請
方
法
な
ど
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
、
申
請
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
・
時
間

７
月
22
日
㈫
～
８
月
１
日
㈮　

９
時
～
11
時
30
分
、
13
時
～
16
時

●
業
務
区
分

①�

物
品
・
印
刷
（
事
務
用
品
、
Ｏ
Ａ
機
器
、

薬
品
、
原
材
料
、
被
服
、
印
刷
な
ど
）

②�

役
務
（
清
掃
、
警
備
、
施
設
管
理
、
設

備
保
守
点
検
、
人
材
派
遣
、
電
気
保
安
、

廃
棄
物
収
集
運
搬
な
ど
）

※�

資
格
の
有
効
期
間
は
、
平
成
26
年
10
月

１
日
～
28
年
９
月
30
日
ま
で
の
２
年
間

　

契
約
課　

☎
23

－

２
６
６
９

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
設
置
補
助

　

市
で
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
の
新
規
購
入

に
対
し
、
最
大
で
５
、０
０
０
円
の
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。補
助
を
受
け
る
に
は
、

都
城
市
ま
た
は
三
股
町
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
取
扱
店

や
修
理
工
場
な
ど
で
、
６
月
１
日
以
降
に

新
品
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
を
購
入
し
、
取
り

付
け
と
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
し
た
も
の
が
対
象

で
す
。

　

購
入
し
、
取
り
付
け
お
よ
び
セ
ッ
ト

ア
ッ
プ
後
、
補
助
金
申
請
の
手
続
き
に
な

り
ま
す
が
、
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と

補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、不
明
な
点
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

総
合
政
策
課　

☎
23

－

２
１
１
５

身
体
障
が
い
者
補
助
犬
の
給
付

　

県
で
は
、
身
体
障
が
い
者
の
自
立
と
社

会
参
加
を
目
的
に
、
補
助
犬
を
給
付
し
ま

す
。

●
対
象　

18
歳
以
上
で
、
視
覚
障
が
い
１

級
ま
た
は
、
肢
体
不
自
由
１
・
２
級
、
聴

覚
障
が
い
２
級
に
該
当
す
る
人
で
、
所
定

の
訓
練
を
受
け
、補
助
犬
を
適
切
に
利
用
・

飼
育
で
き
る
人

●
費
用　

補
助
犬
の
購
入
や
訓
練
に
要
す

る
経
費
は
県
が
負
担
。
た
だ
し
、
訓
練
施

設
ま
で
の
旅
費
や
訓
練
期
間
中
の
本
人
の

食
費
、
給
付
後
の
飼
育
費
な
ど
は
本
人
負

担　

県
障
害
福
祉
課

　
　

☎
０
９
８
５

－

32

－

４
４
６
８
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胃
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
胃
が
ん
検
診
】

●
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民

●
日
時　

８
月
２
日
㈯

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
受
付
時
間　

８
時
～
11
時

●
検
診
料　

１
、２
０
０
円

【
乳
が
ん
検
診
】

　

７
月
22
日
㈫
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象　

40
歳
以
上
の
奇
数
年
生
ま
れ

の
女
性
（
昭
和
49
年
・
47
年
・
45
年
…
）

●
日
程
・
場
所

８
／
20
㈬

山
田
体
育
館

８
／
21
㈭

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

８
／
22
㈮

沖
水
地
区
公
民
館

８
／
28
㈭

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

８
／
29
㈮

●
受
付
時
間　

９
時
～
11
時
30
分
、

　
　
　
　
　
　

13
時
～
15
時
30
分

●
内
容　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
超
音

波
検
査

●
検
診
料　

２
、０
０
０
円

※�

75
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
や

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人

は
、
保
険
証
や
証
明
書
、
市
が
発
行

す
る
各
種
検
診
自
己
負
担
金
免
除
通

知
書
を
提
示
す
れ
ば
検
診
料
が
免
除

さ
れ
ま
す

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

無
人
ヘ
リ
農
薬
散
布

　

無
人
ヘ
リ
に
よ
る
農
薬
散
布
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
ヘ
リ
が
近
く
を
飛
ん
で

い
る
と
き
は
、
家
や
車
な
ど
の
窓
を
閉

め
、
洗
濯
物
を
外
に
干
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
散
布
地
付
近
で
有
機
農
作
物
を

栽
培
し
て
い
る
人
は
、
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
日
程
は
雨
天
な
ど
で
延

期
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
地
域
別
実
施
日
程

姫
城
・
五
十

市
・
祝
吉

８
／
１
㈮
、
９
／
１
㈪

沖
水

８
月
上
旬
、
９
月
上
旬

志
和
池

７
／
30
㈬
、
９
／
２
㈫

庄
内

７
／
26
㈯
、
８
／
29
㈮

西
岳

７
／
22
㈫
・
23
㈬
、

８
／
20
㈬
・
21
㈭

梅
北
・
安
久
７
／
28
㈪
、
８
／
24
㈰

山
之
口

７
／
24
㈭
・
25
㈮
、

８
／
26
㈫
・
27
㈬

高
城

７
／
22
㈫
、８
／
４
㈪
・
５
㈫
・

22‌

㈮
・
26
㈫
・
27
㈬
・
28
㈭

山
田

７
／
30
㈬
・
31
㈭
、８
／
22
㈮
・

23
㈯
、
９
月
上
旬

高
崎

８
／
18
㈪
～
20
㈬

●
散
布
時
間　

６
時
～
17
時

　

都
城
地
区
無
人
ヘ
リ
防
除
協
議
会

事
務
局　

☎
22

－

１
１
０
７

お
知
ら
せ

　

４
月
下
旬
に
、
全
世
帯
に
発
送
し

た
「
平
成
26
年
度
市
県
民
税
情
報
利

用
同
意
書
」
の
返
送
が
あ
っ
た
世
帯

の
み
、
課
税
状
況
を
確
認
後
、
給
付

要
件
を
満
た
し
て
い
る
対
象
者
へ
申

請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

●
申
請
方
法　

　

申
請
書
は
、
確
認
の
取
れ
た
世
帯

か
ら
、
７
月
以
降
に
順
次
郵
送
し
ま

す
。
た
だ
し
、
公
務
員
で
所
属
庁
よ

り
申
請
書
お
よ
び
児
童
手
当
の
証
明

書
の
発
行
を
受
け
て
い
る
世
帯
は
除

き
ま
す
。
申
請
書
を
記
入
後
、
必
要

書
類
を
添
付
し
、
返
信
用
封
筒
で
返

送
く
だ
さ
い
。
な
お
、
窓
口
で
の
申

請
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
締
め
切
り　

９
月
30
日
㈫

※
郵
送
の
場
合
は
、
同
日
消
印
有
効

●
必
要
書
類　

【
臨
時
福
祉
給
付
金
】

・�

該
当
者
全
員
の
本
人
確
認
書
類（
運

転
免
許
証
、保
険
証
な
ど
）の
写
し
、

外
国
人
は
在
留
カ
ー
ド
、
特
別
永

住
者
証
明
書
な
ど

・�

該
当
者
全
員
の
通
帳
ま
た
は
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
（
た
だ
し
、

世
帯
主
が
代
理
受
領
す
る
場
合
は

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の

申
請
書
（
請
求
書
）
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

世
帯
主
の
み
）

・�

他
市
町
村
で
住
民
税
の
申
告
を
し

て
い
る
場
合
は
、
平
成
26
年
度
の

非
課
税
証
明
書

・�

扶
養
者
が
市
外
に
住
民
票
が
あ
る

場
合
は
、
扶
養
者
の
平
成
26
年
度

の
非
課
税
証
明
書

【
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
】

・�

児
童
手
当
受
取
口
座
振
込
み
を
希

望
す
る
場
合
は
、
添
付
書
類
の
提

出
は
不
要
。
そ
れ
以
外
の
口
座
振

込
み
を
希
望
す
る
場
合
は
、
本
人

確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
保
険

証
な
ど
）
の
写
し
、
児
童
手
当
受

給
者
の
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
の
写
し

●
支
給
の
方
法

　

申
請
書
を
審
査
後
（
申
請
か
ら
約

２
月
後
）、
指
定
口
座
へ
振
り
込
み

ま
す
。
た
だ
し
、
現
金
支
給
希
望
者

へ
は
、
９
月
以
降
に
文
書
で
通
知
し

ま
す
。

●
受
付
窓
口

　

市
役
所
本
館
７
階
の
臨
時
給
付
金

推
進
室
本
部
の
み
で
受
け
付
け
を
し

ま
す
。

　

臨
時
給
付
金
推
進
本
部

　
　

☎
23

－

２
２
１
３



27 Miyakonojo City Public Relations 2014.7

は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

宮
崎
県
就
職
説
明
会
（
無
料
）

●
日
時　

８
月
８
日
㈮

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

●
場
所　

都
城
圏
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー

●
対
象　

来
春
学
校
卒
業
予
定
者
（
高

等
学
校
卒
業
予
定
者
を
除
く
）、
求
職

活
動
中
の
人
、
転
職
を
考
え
て
い
る
人

な
ど

●
内
容　

企
業
と
の
個
別
面
談
ほ
か

※
詳
し
く
は
、
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

商
工
政
策
課　

☎
23

－

２
７
５
３

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業

　

㈶
日
本
遺
族
会
は
、
先
の
大
戦
の
戦

没
者
遺
児
を
対
象
に
、
戦
死
し
た
旧
戦

域
を
訪
問
し
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と

も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を

図
る
「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
実
施
地
区
は
旧
ソ
連
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
な
ど
18
地
域
で
、
参
加
費
用

は
９
万
円
で
す
。

　

詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

日
本
遺
族
会　

　
　

☎
03

－

３
２
６
１

－

５
５
２
１

 

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
・

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

６
０
０
０
万
円
発
売

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使

わ
れ
ま
す
。
購
入
す
る
場
合
は
、
地
元

の
販
売
所
で
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

●
発
売
期
間　

７
月
４
日
㈮
～
25
日
㈮

●
抽
せ
ん
日　

８
月
5
日
㈫

　

財
政
課　

☎
23

－

２
１
１
３

の
人
が
不
正
取
得
者
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
場
合
。
ま
た
は
、
不
正

取
得
を
行
っ
た
事
実
が
、
国
ま
た
は
県

の
通
知
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合

　

市
民
課　

☎
23

－

２
１
２
８

林
業
災
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　

県
内
で
は
、
平
成
25
年
度
に
６
件
の

林
業
労
働
死
亡
災
害
が
発
生
し
、
全
国

最
多
の
死
亡
事
故
件
数
と
な
っ
て
、
今

年
度
も
、
３
件
の
死
亡
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
足
場
の
悪
い
傾
斜
地
な
ど
で

の
伐
木
作
業
中
の
事
故
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
安
全
対
策
を
再
確
認
し
、

禁
止
事
項
を
守
っ
て
作
業
し
て
く
だ
さ

い
。

　

森
林
保
全
課　

☎
23

－

２
１
５
２

救
急
救
命
士
の
処
置
範
囲
の
拡
大

　

法
令
の
改
正
に
伴
い
、
救
急
救
命
士

が
行
う
処
置
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。
認
定
を
受
け
た
救
命
士
が
、
医
師

の
指
示
を
受
け
て
次
の
処
置
を
行
い
ま

す
。

【
心
肺
機
能
停
止
前
の
重
度
傷
病
者
に

対
す
る
処
置
】

①
静
脈
路
確
保
と
輸
液

②�

血
糖
測
定
と
低
血
糖
発
作
症
例
へ
の

ブ
ド
ウ
糖
溶
液
投
与

　

警
防
救
急
課　

☎
22

－

８
８
８
３

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
不
正

取
得
に
係
る
本
人
通
知
制
度

　

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
本
な
ど
が

不
正
に
取
得
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
し
、

個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
に
、
市
で

は
、
要
綱
を
定
め
本
人
へ
の
通
知
を
開

始
し
ま
す
。
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄

（
抄
）
本
な
ど
を
、
本
人
以
外
の
人
か

ら
請
求
が
あ
っ
た
も
の
で
、
不
正
目
的

で
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
場
合
に
市
か
ら
、
本
人
に
通
知
し
ま

す
。

●
実
施
日　

７
月
１
日
㈫
～

●
通
知
対
象
と
な
る
証
明
書

住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
謄
（
抄
）
本
な

ど●
通
知
す
る
場
合

住
民
票
の
写
し
な
ど
を
取
得
し
た
本
人

（
請
求
権
の
あ
る
家
族
を
含
む
）
以
外

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
7/20
㈰

冨田医院（内・小） 23-4586
有川医院（呼・内） 24-6677
園田光正内科医院（内） 38-5115
宗正病院（外） 22-4380
倉内整形外科病院（整） 22-1252
ふたみ眼科 38-5532
時任歯科医院 24-7474

7/21
㈪

畠中小児科医院（小） 52-6000
ケイオークリニック（内・小） 46-4500
しげひらクリニック（内）27-5555
仮屋外科胃腸科医院（外・胃・内・肛門） 25-7712
速水泌尿器科医院（泌） 24-8344
丸田病院（産・婦） 23-7060
トキワ歯科医院 36-0551

7/27
㈰

仮屋医院（内・小） 36-0521
森山内科・脳神経外科（内・脳） 21-5000
田中隆医院（内） 52-0301
山路医院（外・内） 64-3133
池之上整形外科（整・ﾘﾊ・ﾘｳ） 23-2311
吹上耳鼻咽喉科医院 21-4133
中条歯科医院 52-1537

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎
23-5555、歯科医師会は☎25-4100）で確認
してください
◎みやざき医療ナビもご利用ください
　http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp
●休日当番薬局
7/20 ㈰ サンエイ、そうごう上川東

いざき、都北

7/21 ㈪ ひばり、みどり、しびた
エイト

7/27 ㈰ そうごう志和池、ひむか、チェロ
友愛、そうごう山田

みやざき医療ナビ
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都
城
島
津

今
月
の
お
す
す
め
の
本

「伝わる！　修造トーク」
松岡修造（著）　飛鳥新社（出版）

人前で話すのが苦手、会議やプレ
ゼンで極度の緊張…。そんなあな
たに日本一熱いキャスターが人前
で話すコツを伝授。「大丈夫！必
ずできる !　僕がついています！」

「アルプス交番からのメッセージ」
谷口凱夫（著）　山と渓谷社（出版）

富山県警山岳警備隊隊長として
遭難者救助に携わってきた著者
が、これまでの経験を通して、山
の楽しさやすばらしさ、恐ろしさ
をつづる 1 冊。

「ながぐつを　かいに」
星野イクミ（著）　フレーベル館（出版）

ほんじつオープン、ながぐつショッ
プ。いろいろなどうぶつたちがやっ
てきます。でも、じぶんにあうな
がぐつがなかなかありません…。
何度も楽しめるしかけ絵本。

「あの日とおなじ空」
安田夏菜（文）　文研出版（出版）

久しぶりに会った沖縄のひいば
あちゃん。くしゃくしゃの笑顔で
ダイキを迎えてくれた。でも、ダ
イキに戦争のことを聞かれた日、
その笑顔は消えてしまう…。

一般一般

幼児児童

都
城
市
立
図
書
館

お
は
な
し
の
部
屋
〝
そ
ら
ま
め
〞

（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
７
月
24
日
㈭　

11
時
～

本
と
お
は
な
し
の
会

●
８
月
９
日
㈯　

14
時
30
分
～

内
容　

「
ハ
ー
メ
ル
ン
の
ふ
え
ふ
き
男
」

ほ
か

高
城
図
書
館

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

　
　
　
読
み
聞
か
せ
会

●
７
月
26
日
㈯　

11
時
～

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館
で
は
、
土
・
日
曜
日

に
限
り
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
を

発
行
し
て
い
ま
す

※
各
館
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
で
は
、�

「
読
書
感
想
文
課
題
図
書
・
自

由
研
究
の
本
」、「
芥
川
賞
、
直

木
賞
候
補
作
と
候
補
者
作
品
」

を
特
集
し
ま
す

読
み
聞
か
せ
の
部
屋

都城市立図書館 ●休館日／ 7月21日・22日・28日、8月4日・7日・11日 ●開館時間／９：30 ～18：50
  　※水曜日は20：00まで開館
高 城 図 書 館 ●休館日／ 7月20日・21日・22日・29日、8月5日・12日 ●開館時間／９：30 ～18：00

庄し
ょ
う

内な
い

地ち

理り

志し

巻
十
四
「
唐と

う

人じ
ん

町ま
ち

本も
と

町ま
ち

屋や

敷し
き

図ず

」

東
ア
ジ
ア
と
の
交
易
が
活
発
に
な
っ
た
15

世
紀
以
降
、
南
九
州
の
各
地
に
は
、
渡
来
し

た
唐
人
た
ち
に
よ
っ
て
唐
人
町
が
形
成
さ
れ

ま
し
た
。

都
城
に
唐
人
町
が
形
成
さ
れ
た
時
期
は
、

戦
国
時
代
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
明み
ん

王
朝

の
圧
政
か
ら
逃
れ
、
内
之
浦
に
漂
着
し
た
人
々

が
、
都
城
島
津
家
10
代
領
主
北ほ
ん

郷ご
う

時と
き

久ひ
さ
に
召

し
抱
え
ら
れ
、安や
す

永な
が

諏す

訪わ

馬ば

場ば

（
現
在
の
庄
内

町
）
に
住
ん
だ
の
が
始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
、

唐
人
町
は
場
所
を
転
々
と
移
し
、
最
終
的
に

現
在
の
中
町
付
近
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。

庄
内
地
理
志
巻
十
四
の
「
唐
人
町
本
町
屋

敷
図
」
に
は
、
中
町
付
近
に
つ
く
ら
れ
た
唐

人
町
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
南
北
の

通
り
の
長
さ
は
２
６
２
㍍
あ
っ
て
焼
酎
屋
や

豆
腐
屋
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
店
が
並
ん
で
い

ま
し
た
。

現
在
の
中
町
に

当
時
の
面
影
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
江

戸
時
代
の
唐
人
達

や
そ
の
子
孫
の
生

活
の
様
子
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

都城市立図書館
☎ 22⊖0239

高 城 図 書 館
☎ 58⊖4224

◎問い合わせ
7月16日↑

8月15日図書館だより



QUIZ

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

読
者
か
ら
の
お
便
り

Vol.103

今月号を読んでのわたしの一言

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
官
製
は
が
き
で
も
可
）

ク イ ズ広 報

■５月号クイズの結果【応募総数28通】
◎正解／①市歌　②メール　③民生

国際交流員
のひとりごと

◎問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎23-2295

●
都
城
の
ま
ち
な
か
も
寂
し
く
な
り
、
商
店
街
の
前
を

通
る
時
は
、
心
か
ら
「
が
ん
ば
っ
て
ね
」
と
祈
っ
て

い
ま
す
。
昔
の
中
央
通
り
の
よ
う
に
、
に
ぎ
や
か
に

な
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

（
久
保
原
町　

カ
ス
ミ
ソ
ウ
さ
ん
）

 

●
自
然
災
害
に
つ
い
て
を
読
ん
で
、
数
年
前
、
新
燃
岳

噴
火
で
大
変
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
時

が
た
つ
に
つ
れ
て
忘
れ
な
い
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
災

害
に
備
え
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
梅
北
町　

S
・
F
さ
ん
）

 

●
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
読
み
ま
し
た
。
私
も
発

足
時
か
ら
加
入
し
て
い
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
体
力
づ
く
り
や
健
康
の
維
持
、
そ
し
て
何
よ
り
も

仲
間
づ
く
り
が
で
き
る
こ
と
が
す
ば
ら
し
い
で
す
。

（
高
城
町
大
井
手　

ス
ポ
ー
ツ
大
好
き
さ
ん
）

 

●
郡
元
の
清
掃
工
場
が
移
転
す
る
ん
で
す
ね
。
新
し
い

設
備
に
変
わ
り
、
今
以
上
に
ク
リ
ー
ン
で
環
境
に
優

し
い
清
掃
工
場
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
山
之
口
町
花
木　

Ｋ
・
Ｓ
さ
ん
）

 

●
都
城
市
歌
が
で
き
る
と
聞
い
て
、
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
早
く
曲
が
付
い
て
、
み
ん
な
が
口
ず
さ
み
た
く

な
る
よ
う
な
市
歌
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

（
蔵
原
町　

Ｍ
・
Ｍ
さ
ん
）

ダンカン・フォイさん（カナダ）
Vol.4

都城に来て、11カ月が経ちました。これまでを
振り返ってみると、都城国際交流協会の会報に掲
載した記事のことを思い出します。その記事では
「自分の安心領域」について書きました。安心領
域というのは、自分が今まで慣れてきたことや家
族、周りの友人からサポートをしてもらえること
など、安心できる全てのことをいいます。
この一年間で初体験のことがたくさんありまし
たが、周りの皆さんのサポートもあって、できな
いと思っていたことができるようになりました。
人間として、とても成長できたのではないかと思
います。国際交流員の仕事と都城の皆さんのおか
げで「自分自身で安心領域を決められる」という
ことを習得できたのです。
8月には母国、カナダに帰ります。そして、写

真家になる夢を叶えるため、安心領域の外に一歩
踏み出してみようと思います。不安な気持ちもあ
りますが、都城で経験したことを生かして頑張り
ます。都城の皆さん、一年間大変お世話になりま
した。ありがとうございました！

僕の安心領域

㉄　①防災、経済、医療の道、「都城○○○道路」

答  
㉄　②明るくきれいな選挙のために取り組む
 「○ない運動」
答  
㉄　③みんなで地域をきれいに。７月の第４日曜日

は「都城市環境○○の日」

答  



商品提供事業者

P O S T 　 C A R D

フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　－

都城市役所 秘書広報課 行
（広報  都城  NO.103  2014年 7 月号）

8 8 5 8 5 5 552 円切手を
お貼りください

読者プレゼント今月の
施設案内

※7月16日～ 8月15日の日程

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
　番号と、わたしの一言や 7月号を読んだ感想を書いて
　〒885-8555　秘書広報課まで。正解者の中から抽選
　で１人にプレゼントを差し上げます。
※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選  
　者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　 7月31日㈭　当日消印有効
◎発表　本紙 9月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業所を募集してい
　ます。詳細については秘書広報課まで問い合わせください
◎5月号当選者　加藤一成さん（東町）

農事組合法人ＥＣＯマッシュ（夏尾町）　☎45-5355

【しいたけつくだ煮の詰め合わせ　 １人】

当社は 6次産業化に取
り組んでいて、新たに
しいたけのつくだ煮を
開発しました。ピリッ
としたゆず胡

こ

椒
しょう

がしい
たけのおいしさを引き
立て、ご飯やおつまみ
に最適です。ぜひご賞
味ください。

◦美術館（姫城町）	 ☎25-1447
開館時間　 9：00～17：00（入館は16：30まで）
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
※7月7日㈪～ 21日㈪までは展示替え作業のため休館
◎収蔵作品展　夏休み企画〈入門〉アートの疑問
「空間さんぽ」　 7月22日㈫～ 8月31日㈰

◦都城歴史資料館（都島町）	 ☎25-8011
開館時間　 9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生160円　小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎特別展「東京から土偶がやってきた！」
9月15日㈪まで

◦都城島津邸（早鈴町）	 ☎23-2116
開館時間　 9：00～17：00（入館は16：30まで）
観覧料　「本宅」小学生以上100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎企画展「都城の対外交流と唐人町」10月 5 日㈰まで
企画展期間中の都城島津伝承館の観覧料
一般210円　高校・大学生160円　小・中学生無料

◦人形の館（山之口町）	 ☎57-5295
開館時間　 9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生160円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◦山之口弥五郎どんの館（山之口町）	 ☎57-3713
開館時間　 9：00～17：00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◦高城郷土資料館（高城町）	 ☎58-5963
開館時間　 9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生160円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◦旧後藤家商家交流資料館（高城町）	 ☎58-6900
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◦たちばな天文台（高崎町）	 ☎62-4936
開館時間　10：00～15：00
金・土曜日、祝日の前日は19：00～22：00も開館
7月18日㈮～ 8月31日㈰の夏休み期間は、毎日夜間特別開館
入館料　中学生以上310円　小学生100円
休館日　毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）



ラジオ番組の案内

テレビ番組の案内
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都城市エリア

７
月

20日㈰　18：00 ～
笛水夏祭り【笛水小中学校グラウンド】

 笛水小中学校　☎62-4634
29日㈫　21：00 ～
科
し

長
なが

神社からくり仕掛け花火【科長神社】
 みやこんじょＰＲ課　☎23-2615

８
月

２日㈯　17：50 ～
盆地まつり【中央通り】
 同実行委員会　☎25-1405

２日㈯　18：00 ～
高崎夏祭り【高崎総合運動公園陸上競技場】
 高崎町商工会　☎62-3131

環霧島エリア

7
月

19日㈯・20日㈰　時間未定
第50回霧島国分夏祭り【国分市街地】
 霧島商工会議所　☎0995-45-0313

8
月

2日㈯　パレード：14:00 ～、花火：17：00 ～
末吉サマーフェスタ2014【栄

えい

楽
らく

運動公園】
 曽於市商工会末吉本庁　☎76-0232

霧島市

曽於市

歌って踊って魅了する杉
児ワールドが 3 年ぶりに
都城へ。ＭＪうた倶楽部
kidsと都城少年少女合
唱団も共演します！

●日時	 8 月 2 日㈯　開演18：00（開場17：30）
●料金	 全席自由　大人1,000円　高校生以下500円
	 ※チケットは 0歳から必要
◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

編集後記

インフォメーション

都城市現住人口

平成26年6月1日現在 前月比 前年比
世 帯 数 71,001世帯 （－7） （330）
人口総数 166,433人 （－81）（－784）
男　　性 77,882人 （－53）（－400）
女　　性 88,551人 （－28）（－384）

※平成22年国勢調査確定値に基づく推計人口です

■MRTラジオ（AM放送936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30 ～ 15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
　9：49 ～ 9：54、1５：５４ ～ 1５：５９（再）

■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）
　※毎回10分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① 6：50 ～　②11：50 ～
　③17：50 ～　④20：50 ～
　⑤22：50 ～

市の提供番組紹介

イベントカレンダー （7月16日～8月15日）

※【　】内は場所、 は問い合わせ先

今月の表紙

スマートフォンから
も市政情報がご
覧になれます

鹿児島藩の教えに触れる体験講座
NPO法人都城歴史と文化のまちづくり会議主催の郷

ご

中
じゅう

教育体験講座の開講式が 5月18日、都城島津邸で行われ
ました。その昔、鹿児島藩で行われていた地域の先輩か
ら学ぶ教育。論語や自

じ

顕
げん

流
りゅう

稽
古、合気道稽古などを通して、
礼儀作法を身に付け人間力を
培います。受講を希望する人
は、都城島津邸（☎23-2116）
まで問い合わせください。もうすぐ夏本番。六月灯をはじめ、イベントが目

白押しのこの季節は、心が弾み、夏休みが待ち

遠しかった子どもの頃を思い出します。日が暮れるま

で遊んだ楽しい思い出、宿題に頭を悩ませた思い出な

どなど。特に自由研究は、早く取り組めばよかったと

毎年後悔ばかり。今月の夏休み特集では、自由研究に

も役立つ情報を紹介していますので、計画的に取り組

み、楽しい夏の思い出をつくってほしいです。（博）

杉並児童合唱団
創立50周年記念公演

都城出身のドラマー、トシ・
ナガイを中心に、津軽三味
線やギターなど、和と洋が融合したパフォーマンスをお
届けします。

●日時	 7 月25日㈮　開演19：00（開場18：30）
●料金	（前売り）一般2,000円、ペア3,000円、学生1,500円
	 （当　日）一般2,500円、ペア4,000円、学生2,000円
●出演	 トシ・ナガイ（ドラム）、石井秀弦（津軽三味線）、

上之園謙二（パーカッション）ほか
◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

ファミリアコンサート　vol.4

音
おん

生
せい

力
りき

ライブ


